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午前10時00分開議

○議長（町田 正一君） おはようございます。

会議に入る前にあらかじめ御報告いたします。壱岐新報社ほか２名の方から報道取材のため、

撮影機材等の使用の申し出があり、許可をいたしておりますので、御了承願います。

ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。

これより議事日程表第４号により、本日の会議を開きます。

ここで白川市長より発言の申し出があっておりますので、これを許します。白川市長。

○市長（白川 博一君） おはようございます。御報告を申し上げます。

昨日、１７時１５分、九州電力芦辺発電所において火災が発生いたしました。建屋内から発生

したと見られるこの火災では、一時黒煙とともに大きく炎が上がり、私も一報を受けまして現場

付近に駆けつけましたが、郷ノ浦庁舎を出て間もなく黒煙が確認できるような状況を目の当たり

にいたしまして、大きな惨事になるのではないかと大変心配したところであります。

こうした状況の中、消防団、消防署等においては、決死の消火活動が行われ、幸い施設の一部

を焼くにとどまり、けが人等なかったことは不幸中の幸いでありました。プレス発表によります

と、芦辺発電所に設置されている６号機から１０号機のうち、唯一稼働していた１０号機から発

生したとありますが、今後の原因究明が待たれるところであります。このような施設においては、

一旦有事が発生いたしますと大惨事を引き起こしかねず、原因の究明、事故の再発防止を強く求

めるものでございます。

さらに、こうした事故が市民皆様の原発に対する不安を大きくするものでありまして、まこと

に遺憾に思いますと同時に、今後も安全管理の徹底を強く求めるものでございます。消火活動に

当たっていただきました消防団員皆様に、心からお礼を申し上げまして御報告とさせていただき

ます。
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────────────・────・────────────

日程第１．一般質問

○議長（町田 正一君） 日程第１、一般質問を行います。

あらかじめ申し上げます。一般質問の時間は、質問、答弁を含め５０分以内となっております

のでよろしくお願いします。

なお、壱岐市議会基本条例により市長には反問権を付与しておりますので、市長から反問権の

行使があった場合は、議員は速やかに答えるようにお願いいたします。

質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。

それでは、質問順位に従い、１５番、鵜瀬和博議員の登壇をお願いします。

〔鵜瀬 和博議員 一般質問席 登壇〕

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） それでは、通告に従いまして壱岐市長、そして教育長に対しま

して１５番、鵜瀬和博が質問をさせていただきます。

大きく２点。

まず１点目、遊休地、遊休施設の活用についてをお尋ねいたします。

廃校となった学校施設跡地の、今後の管理及び活用につきましては、昨日の同僚議員の質問に

もありましたが、私もこれまで目に見えた進捗や報告はなく、何度となく市長に対しまして一般

質問を行ってきたことは、市長も御承知のことと思います。

平成２３年１２月の一般質問の答弁では、校舎活用については大学、専門家、アーティストに

解放していきたい。特に協定を結んでいる長崎大学と離島振興のまちづくり、子育て、教育に協

力し、サテライトゼミとして活用を図りたい。壱岐の島づくりや商店街の活性化等についての研

究調査をするために、連絡協定に基づき早急に大学との動きを進めたいと言われましたが、しか

しその後の進展もなく、平成２４年６月でも離島地域の諸問題解決のため、長崎県市町村行政振

興協議会を窓口に県内外の大学と連携を図っていかなければならないと言われました。

しかし、この時点で市長の反省としまして、今言われた内容につきまして明確な支持をしてい

なかったということで、次回の質問の際にはこの明確な答えを出すとはっきりと言われておりま

す。また、最後には議員のほうから質問を待つのではなく、定例会ごとに報告をするとまで言わ

れております。その市長の指示のもとに、きのうの答弁の内容でもありましたとおり、平成

２４年８月に中原副市長を委員長、久保田教育長を副委員長として、各部長１２名で構成する壱

岐市中学校跡地利活用検討委員会を設置をされております。

平成２５年２月の一般質問の中原副市長の御答弁では、箱崎中学校のグラウンドの一部を特別

養護老人ホームに、渡良中学校に渡良小学校を今後移転するということと、鯨伏中学校を日本漁

場藻場研究所に提供すると、６校中３校は決定しているとの御報告でした。
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このほか、それまでに消防団の備品倉庫や書庫、農業のバイオマス施設として検討されたり、

那賀中、箱中の給食室をＪＡいきの加工部に提供してはどうかとの検討もされております。この

ほか、現在ある中学校のほかの跡地を解体して一つの団地をつくり、農作物の圃場としてはどう

だろうか、または一戸建て分譲地として活用できないかなどを検討をしておりますが、先ほども

報告したとおり、確定としては現在３校だけで、その施設の一部利用となっていました。それを

受けて、副市長もなるべく早く利活用の検討報告をしたいと答弁をされました。あれから、はや

半年を過ぎました。その進捗状況を改めてお聞きします。

また、きのう市長の答弁では、鯨伏中学校については明言がありませんでしたが、２月の時点

から現時点での鯨伏中学校の活用については話がなくなったのか、再度お尋ねをいたします。

２点目、中学校跡地だけに限らず、このほかサンドーム壱岐などの遊休施設や遊休地があり、

この間その市の管理責任として活用、使用しなくても維持管理費が発生をしております。今後、

さらに渡良中学校に渡良小学校を移転すれば、現渡良小学校の活用について、また壱岐カント

リークラブの９ホール拡張断念により、無償貸与していた土地約４６万８,０００平米の土地も

返還予定となっております。小学校統廃合検討委員会並びに芦辺中学校校舎建設検討委員会や、

庁舎建設検討委員会の答申結果次第では、さらに遊休地、遊休施設がふえる可能性も考えられま

す。

第１期壱岐総合計画が、平成２６年度末で終了をします。第２期総合計画策定までに早急にこ

の遊休施設、遊休地の活用方法を売却も含め検討すべきと考えますが、計画策定の時期も含め、

市長のお考えをお聞かせいただきたいと思います。

３つ目、活用方法について。これまで、平成２３年３月から私のほうも提案をしてきておりま

す。部長以上で構成します検討委員会での計画策定に、仮に限界があるとしたら、例えば若手職

員によるプロジェクトチームの設置や島内外大学を含め、活用方法を公募してはどうだろうかと

考えます。

これまで、その公募の方法としては、まず１つとしては文部科学省の未来につなごうみんなの

廃校プロジェクトにまず登録をして、地方公共団体と活用希望者のマッチングをホームページに

掲載、紹介してくれますので、ぜひこのみんなの廃校プロジェクト等に登録をして公募をしたら

どうだろうかと考えております。

また、市長の行政報告にありました第３７回全国高等学校総合文化祭２０１３長崎しおかぜ総

文化祭の郷土研究部門の発表会において、壱岐商業高校の情報メディア部の「おいしい、楽しい、

島合宿」の企画が最優秀賞に輝いております。

この内容としては、市長も御承知とは思いますけども、壱岐合宿の現状分析とマーケティング

リサーチ、テストマーケティングを行いまして、壱岐の魅力でもある食材のすばらしさや合宿環
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境の体育館、グラウンド、テニスコートなどが整備をされており、受け入れるには十分な施設が

あります。また、こういったので足りない場合については、廃校施設の活用にも言及をしており

ます。

また、壱岐市島外スポーツ団体誘致促進助成制度として、すばらしい制度はあるものの、その

制度の認知度の低さ、すなわちＰＲ不足も指摘をされておりました。将来的には高校生としても、

合宿パックを開発し、壱岐が合宿のメッカとしてにぎわい、壱岐離島経済再生の規範になること

が、私たちの夢であるとまとめられています。壱岐を愛する高校生が企画したこの内容について、

市としてどのように検討しているのかお聞きします。

以上、３点について市長の答弁をお聞かせいただきたいと思います。

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） １５番、鵜瀬和博議員の御質問にお答えいたします。

遊休地・施設についてということで、３点ございます。

１点目の中原副市長を長とした中学校跡地利活用検討委員会のその後の活用計画を策定すると

いうことだったが、その進捗状況はということでございます。

この御質問につきましては、昨日の市山和幸議員の質問にも答えた内容と同一でございまして、

先ほど鵜瀬議員がおっしゃったこと、その部分は割愛をさせていただきたいと思っております。

箱崎中学校グラウンドにつきましては、介護老人福祉施設の使用でございますけれども、いま

一つ提案があっております。これについても、近いうちに皆様方にお知らせをできるというふう

に思っているところでございます。

それから、鯨伏中学校につきましては、日本魚場藻場研究会のほうに一応どうぞということを

申し上げておりますけれども、具体的な、今、芦辺に御存じのように事務所がございます。具体

的な活動が見えないという状況にございまして、これはやはり打診といいますか、どうですかと

いうことはやっぱり早く言わなきゃならないと思っているところでございます。

それから、大学と連携等々の話でございますけれども、残念ながら今は全く進んでいないと思

っておるところでございます。これにつきましても早急にさせたいと思っておるところでござい

ますが。その折に、長崎大学の御卒業である鵜瀬議員にもひとつ御協力をお願いすると、私は申

し上げたと思っています。ぜひ副市長に、鵜瀬議員との話もさせていただきますので、よろしく

お願いしたいと思っている次第であります。

それから、２番目の遊休地・施設の活用についてどのようにしていくのかということでござい

ます。

行政目的、いわゆる用途を持った公共施設は行政財産としてそれぞれの所管部署において管理
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されますけれども、その行政目的が何らかの理由で廃止されたときに、普通財産となるというこ

とでございまして、カントリーにつきましてもそういった感覚でございます。普通財産となった

遊休地・施設は、売却も含めて他への活動方針を検討いたしますけれども、活用される計画もな

く、方針が策定されていないものについて売却が可能とした場合、公募売却処分を行います。そ

のとき、施設が存在しても売却できると判断すれば、現状のままで公募売却とし、建物を取り壊

したほうが売却可能と判断すれば、建物を取り壊し更地化して公募売却を行っております。

市が保有する遊休地は、行政目的がなくなった物件、すなわち行政でも利用したいものであり、

すぐに購買者が見つかるような条件がいい物件は少のうございます。公募しても申し込みがない

こともあります。

そのような状況の中で、公募売却実績を申し上げます。平成２２年度、土地４件、１,１９２平

方メートル、８２６万６,４４５円、平成２３年度、土地２件、建物２件を含みまして２８６.１１平

米、５６３万５,００２円、２４年度、土地４件、建物１件を含みます１万４,７２２.０２平米、

２,４７６万９,７６１円でございます。今後も普通財産となった遊休地・施設について、行政財

産として活用できる物件につきましては有効利用を図り、活用される計画もなく方針が策定され

ないものについては、公募売却も視野に入れて処分していきたいと思っております。

なお、カントリーの土地の問題の、土地の利用方法の計画策定につきましては、２６年４月

１日で普通財産になると思われますので、そういうふうになった時点で速やかに策定をしたいと

思っておるところでございます。

それから、若手のプロジェクトチームあるいは公募、これにつきましてもきのう、プロジェク

トチームはもちろんつくりますけれども、公募につきましては昨日も申し上げましたが、市山和

幸議員の御提案を受けまして早速検討するよう指示をしたところでございます。

そしてまた、文科省の、済みません、希望つなぐ云々のプロジェクトにつきましても、加入を

早く登録をしてそういったものをやる必要があると思っています。そして、今、一つ、サンドー

ムのことをおっしゃられましたけれども、やはりこの施設につきましては、非常に経費がかかる

という建物でございまして、そのことが今休館をしていると状況でございます。したがいまして、

どの辺まで赤字でも活用すべきか、なかなか営業をして、あそこを運営するのにそれだけの利益

を生むというような活動はなかなかできないと思っております。

そういった中で、どういうものに適用するのか、私もいつまででもあの施設をあのままにして

おくということは本意ではございませんし、今、一つだけ考えておりますこともございますが、

具体的に申し上げる段階になっておりませんので、なるべく早くあのような施設につきましては、

ぜひ解決したいなと思っておるところでございます。

それから、壱岐商業高校、本当にすばらしい最優秀賞という快挙を成し遂げられました。この
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情報メディア部の「おいしい、楽しい、島合宿、壱岐」の提案でございますけれども、この中で

先ほど申されましたとおりでございます。ただ、この現状分析の中で、その種目別順位というの

はバレーが一番ですね。２番に野球、テニス、バスケットボールとなっております。それから、

マーケティングリサーチでは合宿地を決定する上で最も重要なポイントは何か、それは練習環境

ということになっておるわけでございます。

このようなことから、遊休地・遊休施設を合宿に提供するためには、施設整備、環境整備等課

題も多いと思いますが、選択肢の一つとして引き続き検討させていただきたいと思っているとこ

ろでございます。なお、この壱岐商高情報メディア部の件につきましては、後ほどの質問の中に

も出ておりますので、そこでもお答えいたしますけれども、このＰＲ不足、情報発信の不足とい

ったものについては真摯に受けとめなきゃいけないと思っておるところでございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） 今回、遊休地・施設についての活用については市長も前向きの

御答弁をいただいたと思っております。

毎回、先ほども時系列的に市長の答弁をお話をさせていただいたときに、ほとんどが前向きの

答弁なんですよね。もう私としてはその場で「これは、やってもらえるんだな」というふうに思

って、それ以後は言いませんが、ただ一向に事態として進まないと。

市長が言われたのは、指示が自分としてできてなかったといことで、今回その検討委員会の長

である中原副市長にするようにということで言われました。その検討委員会の中で協議はされる

でしょうけども、その担当所管としてはどこが最終的にその責任を持ってこの件についてされる

のか、再度お尋ねします。

もちろん、その結果を受けて、副市長が委員長ですから、その検討結果については市長にまた

報告があるんだろうと思いますが、市長と副市長の命令系統はわかるんですが、その後の命令系

統が現時点でわからないという点が１つありますので、その点についてお尋ねをいたします。が

１点ですね。

また、それぞれの例えば現在活用方法が決まっている学校につきましては今、箱中のほうでま

た再度違う提案が今、市長のほうに上がっているということで内部のほうで今検討をされている

ようですので、その分については十分検討をしていただきたいと思っております。また、先ほど

市長も言われました長崎大学のほうにぜひ話を持っていって、副市長と行ってくれないかという

ことは、これも前言われたおりました。ぜひそれも私のできる範囲であれば、どんどん協力して

やっていきたいと思いますので、その件についてはぜひ協力をさせていただきたいと。

ゴルフ場の土地につきましては、来年の３月３１日で一応契約日が切れて、壱岐市のほうに返
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ってくるわけですけども、市長の御答弁では返ってきた時点で策定をしたいというふうに言われ

ました。いずれ返ってくるんですから、今のうちから検討するのが当然だと私も思います。また、

この利活用の活用については若手のプロジェクトチームを設置すると、そしてまた今回提案して

いる文科省のみんなの廃校プロジェクトにも登録をすると。そして、きのうの市山議員が言われ

た答弁のとおり、活用については公募をしていくということで、再度それでいいのか、そういう

ことなのかお尋ねいたします。

また、それぞれの、市長がいつも言われます早急に、できるだけ早急にしたいと。これは、常

日ごろから私もよくお聞きします。それで、私が今言っているのは第１期の壱岐市総合計画が

２６年度末で終了するわけですね。これも市長も御存じだと思いますけど、今度第２期のまた合

併後１０先からの１０年の総合計画を策定する時期に来ております。そうしたときに、財政的に

厳しい中でやっぱりスリム化、スクラップ・アンド・ビルドっていうのをしていかなければいけ

ないときに、悠長に検討します程度でするとなかなかその贅肉がそぎ落とせないような状況なん

ですね。

今、先ほど市長も言われましたいろいろ遊休地、遊休施設の売却については、大体４,０００万

円ほどここ何年かで収入が上がっているようでございます。売り方次第では、かなり民間の壱岐

島内に限らず、島外からの民間の購入も出てくるんじゃないかと。そうすることによって、例え

ば雇用がふえるとか、そういう部分も出てきますので、ぜひその点についてどこまで、いつまで

に検討をするのかお願いをしたいと思います。そうしないと、逆に検討委員会の委員長である中

原副市長も、いつまですればいいのかという指示がないものですから、その分については検討が

できないんじゃないかなと思っております。その点について再度お尋ねをいたします。

３点目の壱岐商業高校の企画につきましては、市長も言われましたとおり、今後壱岐市島外ス

ポーツ団体誘致促進助成制度については、今まで以上に宣伝を、ＰＲをしていくということでよ

ろしいですね。言われております。

実際、今現在壱岐の合宿パックを扱っている旅行社はあるんですね。その中で二、三お話を聞

きますと、壱岐市内には公共施設には定休日というのがあります。各施設にですね。特に春夏に

は合宿が多いんですが、そういった部分についても、やはり臨機応変に現場サイドで対応をして

いただきたいというふうな御希望もありましたので、ぜひその点についてどのように今後、要は

受け入れ側の施設については、廃校施設についても使える分については整備をしていくというよ

うに市長が今言われましたので、そういった部分の人的配慮を、配置ですね、その辺についても

御答弁をいただきたいと思います。もう一度お願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕
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○市長（白川 博一君） 私は、鵜瀬議員がおっしゃいますように、常に前向きでおるわけでござ

いますけれども、それをやっていない、お返事できないということは私の指導力不足によるとい

うところで反省をいたしております。そのことをまず、申し上げておきたいと思います。それに

つきましては、やはり私も指導力が不足しているということで反省をいたします。

ところで、第１点目の中学校跡地利用につきまして、最終的に責任は誰はあるのかということ

でございますけれども、これは事務局を教育委員会に置いておりまして、教育委員会と管財課、

あるいは企画振興課等々が協議をしておるわけでございますけれども、やはり責任は私にあると

思っております。現場の責任については中原副市長であるということで御理解いただきたい。最

終的に私でございます。

そして若いチーム、若い職員によるプロジェクトチームをということでございます。これにつ

いてもやります。それから、公募につきましても、それはもう先ほど申しましたように検討する

ようにということで指示をいたしておりますので、早速もろもろの方法でやりたいと思っておる

わけでございます。

それから、先ほど私が市の所有になってからということを申し上げました。御指摘のとおりで

あります。これまた、なるべく早急にという言葉になるわけですけれども、策定していきたいと

思っております。

それから、土地の売却あるいは建物売却等について島外も視野に入れてということでございま

す。これにつきましては、やはりその物件によって島外の人がいいのかというようなこともござ

いますので、それ辺を慎重に見極めまして島外の人が御購入されても支障がないというような物

件を、やはりちゃんと精査して売却していきたいと思っております。

それから、いつまでにやるのかということにつきましては、これはやっぱりそれぞれにいろん

な条件等々も考慮しなければいけません。ここではいつまでということは差し控えさせていただ

きますけれども、現場には中原副市長等々、いわゆる現場にはいつまでやりなさいということを

明確に支持したいと思っておるところであります。

それからＰＲ不足、情報のＰＲ不足、特に合宿、スポーツ団体の誘客の事業についてＰＲ不足、

これはもう間違いないところでございまして、商高の発表の中でも壱岐で合宿したいという人は

６割もいるのに、この助成金があるということを知っている方は１割にも満たないという報告で

ございます。これは事実でございまして、それはやはりＰＲ方法等々をやっぱり考えていかなけ

ればいけないと思っておるところでございます。

また、合宿にお見えになった、あるいはスポーツ交流でお見えになった、そういう方がお見え

になる向こうの都合がいいときに休館日であるとか、そういったことで使えませんよということ

では話にならんわけでございまして、それにつきましてもやはりその日になってということはな
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かなか厳しいと思いますけれども、やはりこれは柔軟に対応していかなければいかんと、もう議

員御指摘のとおりだと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） ぜひ早急にということで、個別については市長のほうから中原

副市長、委員長のほうに御相談があるでしょうから、質問せんでも報告できるようにぜひ早い時

期に今回も前向きにいただきましたので、ぜひ結果が出ることを、早急に出ることを期待して終

わります。

ここで、廃校地の跡地活用についてちょっと市長も御存知だろうと思うんですが、実は文部科

学省が地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）、これもうきのうの長崎新聞にも載っていた

んですけども、要は離島の人口減少、少子高齢化が全国的に問題になる中、生活体験に基づいた

解決策を考え、社会で通用する人材を育成するというプロジェクトがあるんですが、その中で長

崎県内では長崎県立大学が採択をされておりまして、それが一応佐世保校と本校である長与町、

そして新上五島町、この３つを結ぶキャンパスをつくっていって、そこで離島の振興等をするよ

うになっているんですが、その中で１０人程度のグループで約一週間にわたって五島、壱岐、対

馬などに滞在をするそうです。その中で、限界集落の振興策を考えたり、伝統的な食文化の掘り

起こし、島民の幸福度調査などをして離島の活性化につなげるということで、そういうことをす

るものですから、離島各地にサテライトキャンパスを設置する方針みたいです。

ということは、今現状である、現状で空いている廃校の教室等をぜひ活用していただいて、あ

わせてそのそこの廃校地の活用も検討していただければ、そこで人が交流して、そこから何らか

の企画が出てくるんじゃないかということもありますので、早速その県立大に行っていただいて、

そういった部分を協議をしていただきたいと思います。予定では、来年度から必修科目として新

人入学生から必修化するそうですので、ここ半年、来年３月までにぜひ内容を詰めていただいて、

一応１０人程度というふうになっておりますが、１人でも多くそういった学生を来ていただいて、

そういうのを形にしていただければなということをお願いをしておきます。この点について市長。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） そういう情報については私、済みません、今初めて聞いておりますので、

早速私なり伺いたいと思っております。早速アポをとって行きたいと思っています。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） ぜひ市長のリーダーシップを期待して、この質問を終わりたい
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と思います。

２点目、教育についてお尋ねをいたします。

市長は日ごろより子供は壱岐の宝である。壱岐のかけがえのないこの子供たちが健やかに成長

できる環境づくりに積極的に取り組むと言われております。学校教育予算については、壱岐の将

来を担う子供たちへの投資と考えているので重要と考えます。市長、教育長においては、この学

校教育予算についてどのように現時点で考えているのかお尋ねをいたします。

また、市長の行政報告や、きのうの質問の中でも出ておりました２０２０年オリンピック東京

開催が決定をされております。７年後のオリンピック選手として活躍するのは、現在小学生、中

学生、高校生と言われております。

さて、近年壱岐の子供たちにおいても陸上競技、サッカー、野球などのスポーツでの活躍は大

変目覚しいものがあります。本人の才能や努力はもとより、各スポーツ協会関係者や指導者の御

指導と保護者の御理解、御協力のたまものと思っております。そのような中、来月１０月に横浜

の日産スタジアムに開催されますジュニアオリンピックの全国大会に長崎県代表として芦辺中学

校１年の田中亜可梨さんが出場され、その活躍に大変期待するところであります。

このような子供たちの活躍により、壱岐のイメージや知名度を上げるプロモーションの場や機

会ともなり、国内外からのスポーツツーリズム等の観光客の増大にも寄与することにもなります。

長崎かんばらんば国体の機運が高まっている今、壱岐からもオリンピック、パラリンピックの選

手を輩出するよう指導者の育成やスポーツ環境整備をしてはと考えますが、市長、教育長の考え

をお聞かせいただきたいと思います。

２点目、市内も少子化の影響を受け、小学校の複式学級編成の増加や芦辺小学校建てかえを含

め、小学校の統廃合について現在小学校統廃合検討委員会が設置され、平成２６年２月末の答申

に向けて現在協議が進められております。平成２５年、複式学級を持つ小学校は市内２０校中

１１校で、延べ１９学級となっております。小学校の複式学級が編成されれば、先生の数もおの

ずと減り、学校運営の影響が出たり、複式の担任への負担がふえたりします。

市長の行政報告でもあったように、県内２１市町村別の長崎県学力調査の結果は、小学校の部

で第１位、その中でも５年生を複式学級に持つ学校の成績は上位に位置しており、各学校の取り

組みの成果が出ている結果だと思います。しかし、現状としては子供だけではなく、保護者の中

に学力の低下等不安を抱えている人もいまだ多いようです。そのような不安を取り除くために、

公平に教育機会を受ける権利からも教育の島、壱岐ならではの教員の加配や非常勤講師の配置な

どをすれば、新たなそこに雇用の場が創出ともなるので、離島特区構想は考えられないかとの質

問に対し、市長は離島を多く有する長崎県に、平成２４年度に壱岐市として要望書を提出すると

言われ提出をされております。
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内容としては、県下離島の状況を踏まえ、複式学級編成の引き下げを図ること、２つの学年の

児童で編成する県の基準である１６人を１０人に引き下げること、１年生、６年生は複式学級の

対象学年としないこと、複式学級を編成する学校への人的複式学級支援非常勤講師の配置を図る

こととなっておりました。その後、県からの回答はどうだったのかお尋ねをいたします。

また、県として予算などの対応が厳しい場合には、市としてどのように対応するのかお尋ねを

いたします。今回、離島振興法改正により設けられた離島活性化交付金の活用はできないのかを

お尋ねします。市長については最初の質問についてお尋ねをいたします。②については教育長の

ほうで御答弁いただき、両方考えられていますか。じゃあ、両方よろしくお願いします。

○議長（町田 正一君） 教育長。

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕

○教育長（久保田良和君） １５番、鵜瀬議員の質問にお答えをいたします。

初めに、学校予算についてどう考えるかということでございました。教育委員会が管轄をいた

します幼稚園、小学校、中学校、それぞれ目標がございますし、その目標に従っていろいろな手

だてをとっていきます。そういう中での予算の使い方につきまして、委員会の中できちっと討議

をしながら、毎年市長のほうに要望を出しまして、今年度社会がこのような状況に変化をしてい

る。児童生徒がこのような状況にあるという形の中から、まず請求をしながら予算組み立てをし

ているところでございます。

その後、委員がおっしゃるいろいろな予算の使い方につきましては、それぞれの園、学校を預

かる校長のほうから出されます改修時点、あるいは施設、備品の要望等を私どものほうで精査を

いたしまして、時には出向き、時には聴取し、その優先度、危険度、緊急性等を考慮しながら、

その予算の執行にあたっているところでございます。

後半の質問にありますように、長崎国体あるいは東京オリンピック等、青少年に希望を持たせ、

目標を持たせる素敵なそういう状況がある中で、これから予算の使い方についても一定また視野

を広く持てという御指摘かと受けとめているところでございます。

今年度の国民体育大会が東京で開催されます。その九州ブロックの予選を突破して、男子のバ

レーで山川賢祐さんが、成年女子のソフトボールの部で豊永優さんが壱岐市出身の方でございま

すが、２人ともこのチームとしての国体の選手になっていられることももしかしたら御存じかと

思います。こういう具合に純粋な壱岐の方も、小さいころから持ち合わせた身体能力にあわせて、

御家庭の熱心な指導の中であるいは出合わせた指導者との中からこのような形で中学、高校、大

学へと進まれ、現在大学に在学中でございますが、このような運びになっていらっしゃいます。

先ほどお話にありました田河中学校の田中亜可梨さんについても、御家庭の熱心な指導が功を

奏しているもの、個人の資質能力はもちろんでございます。これまで、私どももどちらかといい
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ますと、そういう家庭教育の熱心さの中で子供の持っている資質を伸ばしていただいて、そこま

でお育ていただいているものと反省をしておりますので、こういった状況の中でこれから壱岐を

代表し、あるいは県を代表して都道府県対抗云々等の大会等に、あるいは全国大会等に足を運ん

でいただける方がチームや競技の個人としてもある場合に、何らかの具体策を、支援策をそこで

講じていかなければならないと考えているところでございます。

そういった意味での御指摘の指導者の育成につきましても、大変これは重要ではあるし、しか

し簡単ではないと受けとめております。打ち込む気持ち、先輩に学ぶ気持ち、耐える気持ち、ど

うかすれば家族を犠牲にするような気持ちを持って、そこまでお取り組みいただいて初めていろ

んなハードルを越えて全国に、あるいは晴れてオリンピックの代表になるような若い競技者お育

ていただけるものだろうと思いますが、でも何も手をつけないでじっと見ていくことはできませ

んので、そういったところから少しずつ環境整備も含めまして、私どもも考えさせていただきた

いと思っております。

２つ目の小学校統廃合にかかわる部分についてのお尋ねについて、幾つかお話をしておきたい

と思いますが、まず御指摘のように２４年度知事要望に市長、議長、私もそしてまた山本県議も

同席をいたまして、要望をいたしました。そのときに、数ある要望の中で重要な事項として複式

学級編制基準の引き下げというのを上げまして、直接私のほうからも要望をいたしました。その

ときの回答が、やはり県下同じくしなければいけないという部分の回答の域にとどまり、県全体

で進めるものですのでということから、後ほどいただいた答えも進歩をしておりませんでした。

私のほうは２４年度末の人事作業において、この複式学級支援非常勤講師が３名配置されてい

る壱岐市の実態の中から、次年度はもう少しふやしてほしいということを、強く要望をいたしま

したが、国、県の基準等の中から、なかなか進歩を見ませんでした。しかし、２月末の人事作業

の中で私どものあるいは市長要望に対する知事の指示があったのかどうかわかりませんが、県教

委としては複式学級の中で、理科の授業を２校兼務する形での教師を１名配置するが、壱岐市と

しては希望するかという提案がなされまして、私どものはやりますということですぐにお答えを

し、現在初山小学校を基盤に沼津小学校との兼務で５年、６年あるいは３年、４年の複式学級の

理科授業については、この勤務者が対応して複式学級への不安をなくす方向での取り組みをして

いるところでございます。

おっしゃるような複式学級に子供がなったときに、授業を見たときに、保護者が心配をされる

向きがございます。しかし、図らずも今回、長崎県学力調査の中で５年のそういった平均正答率

が順位を占めたということは、これまで三島小学校の複式学校における授業の成果を本島の小学

校が受け継いで、そのような指導力を持った先生方が学校を挙げての複式学級の努力に取り組ん

だ部分の幾らかの成果はそこにあっただろうと思い、この複式学級を見られて、半分は授業をさ
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せられているという見方を持たれる保護者には、ぜひ壱岐市の進めている複式学級の授業のあり

方はそうではない。半分以上子供たちが、自分が進んで授業をし、みずから調べ、みずから課題

解決にあたっているという姿をわかっていただいた結果が、今回の平均正答率につながっている

ということを、私は強く訴えていきたいと思います。

もちろんこの後も複式学級が続く学校についての取り組みはいたしますが、さらに２５年度に

向けては議員御指摘のように複式学級支援非常勤講師の増をまず第一に考え、１０月に予定され

ております知事要望についても重点項目として進めていくつもりでございます。なお、図らずも

今回、８月の２７日に県教委がまた新たな動きを示してくれました。それは、学力向上における

非常勤講師支援に市町が、各市と町が市と町の予算でもって一定配置をするとするならば、県が

その２分の１近くを補助するという形で計画書の申請を求めてまいりました。

私ども教育委員会は、検討をいたしましてすぐさまその計画書を上げ、非常勤講師４名配置で

壱岐市の場合には取り組みたいということで市長と相談をしながら、計画書を出す時点では進め

ております。このことを受け入れてもらえば現在複式学級で、しかも小学校５年、６年で１６人

に近いような学級編成を余儀なくされている学校についても、複式支援学級非常勤講師等の配置

が可能なって、保護者が持たれる、子供が持っている不安等の解消に幾らかはつなげることがで

きると考えております。

もし、この県の事業がなされない場合は、私はぜひ議員さん方の理解を得られて、市単独でも

２名ないし３名から４名の壱岐市における県下ではない例になりますが、この複式支援学級非常

勤講師に近い授業のできる非常勤講師、これは免許を持たなければなりません。そのような配置

をかつて議員さんのほうからも御指摘をいただいておりましたので、何とか進めていきたいと考

え、幾らかの攻め方を考えながら、今回の知事要望等にもあたっていきたいと考えております。

どうぞ御理解をいただきながらよろしくお願いをいたします。

離島活性化交付金等につきましては、市長のほうが担当としてお答えになると聞いております

ので、そちらのほうにお回しをします。よろしくお願いいたします。

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 鵜瀬議員の２番目の御質問にお答えいたします。

まず、予算につきましては、御存じのように地方教育行政の組織と運営に関する法律の中で、

教育行政をするにあたって地方公共団体の長は教育委員会の意見を聞かなければならないと規定

さえております。当然のごとく、私も教育委員会の意見を尊重して予算を思っておるところでご

ざいます。
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そして、第１点目のオリンピック選出を輩出するような指導者の育成、環境整備をしたらどう

かという御意見でございます。できることならそのようにしたいと思っておりますけれども、オ

リンピック競技、何種目あるかわからない、そしてまたどういう子供が出てくるかわからないと

いう状況にありますので、当面、私はそういうすばらしい選手が出てきた場合は、それの指導を

受ける環境について支援をしていきたと思っておる次第であります。

２番目の、学校予算、特に県知事に要求したその回答及び予算等々についてでございますけれ

ども、県知事のお返事につきましては先ほど教育長が申したとおりでございます。ただ、申し上

げておきたいのは６年生を複式学級に持つ複式学級編成で１５人、１６人と人数多いところでご

ざいます。今、県がそういう動きをしておりますので、期待をしたいと。２分の１で期待をした

いと思っておりますけれども、もしこれがなかったという、まだ決定ではございませんのでない

ということになりますと、今壱岐には人材もおられるということでございますので、そういった

場合は単独でやりますということを教育長に明言をいたしたところでございます。

離島活性化交付金を活用できないかとお尋ねでございますけれども、離島活性化交付金は今年

度全面施行された改正離島振興法を踏まえ、離島における地域活性化を推進し、定住の促進を図

る取り組みを支援するために新たに創設されたものでございます。交流人口の拡大、定住促進を

図るというのが目的でございます。

今議会において、交流人口の拡大を目的とする事業等に離島活性化交付金を活用する事業予算

を提案いたしておりますが、交付金の対象となりますのは離島活性化交付金事業実施要綱第３条

に規定されております産業の活性化及び離島への移住を推進するための定住促進事業、島の特性

を生かし経済的、文化的諸活動を通じて離島と他地域との交流を図るための交流促進事業、災害

を防除し災害が発生した場合において島民が孤立することを防止し、防災上必要な対策を推進す

るための安全・安心向上事業の３事業でございます。

現在、この活性化法についてはこのような３事業でございますから、使い勝手が悪いというこ

とで、この使い道をもっともっとふやしてくださいという拡大の要求をいたしておるところでご

ざいます。そのようなことで、この交付金につきましては、このような事情がございまして、県

の御指導をいただきながら事業内容を十分検討する必要があると思っておるところでございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） 今の複式学級を抱える壱岐市の現状については、８月２７日に

県のほうからそういった単独で配置する場合は２分の１県が補助しますよというお話を今いただ

いております。今市長の御答弁では、県が出さなくても単独でしたいということを言われました

ので、ぜひそれはお願いしたいと思いますが、実は教育長、第２期の長崎県教育振興基本計画の



- 142 -

中に、重点項目として離島等の過疎地域における教育の維持向上というところの中に、離島等の

過疎地域における生徒数減少に伴う学校の小規模に対応するため、複式学級支援員や免許外教科

担任の解消のため、非常勤講師の配置等の充実を図りますとか等々、その複式に関して県のほう

も基本計画の中に入っているようですので、ぜひ市長も知事のほうには強く言っていただきたい

という点をお願いします。

また、国においては実は衆参の決議の中に、学校は離島定住促進の条件として極めて重要な施

設であることに鑑み、こうした教育施設の維持及び存続については国は可能な限り支援すること

と、今言われております。今、離島振興活性化交付金の中に今、市長が３点項目を言われました。

その中の第４条の中に、原則として第６条に規定する離島活性化事業計画を作成する市町村の区

域内で実施するもの、いわば壱岐市離島振興計画にのっとった部分については使っていいよとい

うふうに、私は解釈をしております。

その中で、特色ある学校づくり、個性を伸ばす教育を進め、老朽施設の改修、時代に対応した

教育施設、施設の整備に努め、過疎化、少子化の中、教育効果を高めるための学校規模の適正化

に努めると。その中にも、それが入るんじゃないかと、子供たちのために教育環境を変えるとい

う部分、この振興計画の中に入っていますので、これも適用するんじゃないかということを、一

応お話をしておきます。今現在、私たちの長崎３区の谷川代議士は今、文科省の副大臣でありま

す。そういった部分で、壱岐市、離島の現状は十分御理解していただいていると思っております

ので、ぜひそういった内容についても市長はお話をしていただければと。

最後、時間になりましたので、そういった支援員がふえたときに、せめて６年生の算数、国語

だけでも分離して授業ができるような、空き教室を活用をしてできるような点についてもぜひ、

教育長、県のほうと協議をしていただいてそういった対応ができるように、臨機応変の対応がで

きるように、この後、県、国に対して要望を出していただきたいと思います。

もう時間が来ましたので、これで私の質問を終わりますが、やはりいろいろ考え方として、い

ろんな角度から考えればこの条例、法律についても活用ができます。そういった部分をぜひ知恵

を出して考えていただいて、壱岐市振興のために市長のリーダーシップのもと発展させていただ

きたいということを期待しまして、私の質問を終わります。どうもありがとうございました。

〔鵜瀬 和博議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上をもって、鵜瀬和博議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（町田 正一君） ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時５分といたします。

午前10時56分休憩

………………………………………………………………………………



- 143 -

午前11時05分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

次に、７番、今西菊乃議員の登壇をお願いします。

〔今西 菊乃議員 一般質問席 登壇〕

○議員（７番 今西 菊乃君） ことしの夏は、もう大変な猛暑でございました。しかしながら、

暑さ寒さも彼岸までとはよく申したもので、石田からここの議場まで来ます間に、勝本の赤土田

の先に赤と白のマンジュシャゲがたくさん咲いておりました。本当にさわやかな季節になりまし

た。

さて、先日の１６日は敬老の日でございました。多くの高齢者の皆様がお祝いされたことと思

っております。本市でも７０歳以上が７,７００人以上となっております。６５歳以上は４人に

１人が高齢者で、騎馬戦型と言われる３人に１人の高齢者地区となるのももう後わずかのことだ

と思います。高齢者が住みやすいまちづくりをいたしますと、市長は敬老会の御挨拶の中でおっ

しゃられていたと思います。今までにかつて経験したことのない超高齢社会への対策が急がれて

おります。医療、保険、社会保障はもちろんのことですが、もっともっと私たちの身近な普段の

日々に生活の中に多少の不満を持っていらっしゃる高齢者が多く見られます。

私が、初めて議員に当選したときに、あなたは重箱の隅をつつくようなことを言ってほしい、

そういうことに取り組んでほしいと、私に言われた方がいらっしゃいました。それが、あなたに

求められるみんなの期待なんですよというふうに言われたんですね。そのときはまだ若かったで

すから、どういうことなのかちょっと理解ができかねるところもありましたが、１０年たった今、

ああ、こういうことだったんだなと思っております。一般的にいえば、小さな小さなことで、何

このくらいのことというようなこともございますが、その立場になれば大変苦痛になっている、

どこかで誰かにどうかしてほしいと、そういう悲痛な願いを持っている高齢者や障害を持った人

が多数いらっしゃるということです。

通告いたしております３件にも、健常者にとっては何ともないことなんですね。本当にこんな

ことというようなことなんですが、１件目の道路の白線が薄くなったり消えたりしているという

ことは、年をとりますと白内障とか緑内障が進んでまいりまして、非常に目が不自由になってい

る方が多うございます。その方たちも運動不足解消のために、ウオーキングをしたり日々の買い

物に行ったりなさっているわけですね。そのときに、白線を目安に歩いていくということだった

んです。これも、聞いてみないとわかりませんでした。白線を頼りにウオーキングをしていると、

買い物にも行っていると。しかし、それがだんだんだんだん薄くなったり消えたりしているとこ

ろがあると。
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その目の病状が進んだということも考えられるんですが、そういうふうな生活をしている人に

とっては、白線というものは本当に危険から身を守る命綱みたいなものだったんですね。道路が

できた当初はきれいに白線が書いてあったわけですが、その後何の補修もされていないくて、と

うとうウオーキングもやめて、買い物にいくのも回数を減らしているというお話があっておりま

した。

島内の全部の道路をそうしてくださいというのは、これはかなり無理があることだということ

は十分承知いたしておりますが、せめて市街地近辺、市街地、町に住んである方がウオーキング

されるというのは、３０分限度くらいだと思うんですね。三、四十分、そこら辺の白線のやっぱ

りチェックはすべきではないかというふうに思います。

２件目が、舗装の段差ができているということなんですね。特に、水道工事の後、皆さんおっ

しゃられるのは道路の工事をするときに、水道工事も一緒にできないものかと、せっかくきれい

になっている舗装をまた切り割って水道工事をしていると。そういう無駄なことはしないでほし

いというのもありますが、これは行政の縦割りでなかなかそうはいきません。県道を切り割って

水道工事をなされているわけですが、工事が終わられたときはきれいに舗装ができているんです

ね。でも、時間がたつとやっぱり段差ができているわけです。

そこで困るのが、セニアカーではなくて、手押し車で歩いていらっしゃる方です。その手押し

車に全体重をかけて、前かがみで歩いていかれるものですから、その段差がよくわからなかった

り、道路の陥没しているところが見えにくかったりして、そこで手押し車が非常に安定性が悪い、

セニアカーに比べれば安定性が悪いわけですね。その手押し車がひっくり返るものだから、自分

も転んでけがをしたと。骨折をしたとか、そういう目に遭ったという方がまあまあ聞いてみると

いらっしゃるんですね。だから、舗装の段差、道路のでこぼこ陥没しているというところのやっ

ぱり補修というのも取り組んでほしいというお話がございました。

３件目も聞くまで全くわかりませんでした。私たちは、福岡のジェットフォイルの待合室に長

時間腰かけることがないんです。時間ぎりぎりとか、長くても３０分待つくらいで行くわけです

がね。福岡の病院に通院なされている方、この方々は病院に予約していかれますので、１２時過

ぎくらいに診察が終わってこられるわけですね。体調が健常者のようにありませんので、町をう

ろうろするとか、ショッピングをするとかいうことはもうきついからなさらないわけです。そし

たら、そのままその３時台のジェットフォイルで帰ろうと思って、あの待合所に帰ってこられる

んですね。そしたら、２時間も２時間半もあのかたい椅子の上に腰かけていなければならない。

横になることもできない。だから、あの椅子を何とかもう少しやわらかいものに変えてほしいと

いうような要望でございました。

全部といったら清掃の関係で無理があるかもしれない。それなら、せめて優先席でもつくって
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いただきたいというのが悲痛な願いでございました。これは、この３件は私が敬老会前に高齢者

の井戸端会議の中でお聞きしたお話なんですが、この３件に対してはできますならば早急に解消

するように取り組んでいただきたいというのも一つです。

しかし、今この方々のお話を聞いてみますと、こういったことをどこで、誰に、どのように言

っていっていいのかがわからないという後期高齢者の方々なんです。道路とか、そういう白線と

か、身近なことは地区の自治公民館長さんあたりに言って、言ってもらえませんかと、そうすれ

ば伝わりますよというお話もしたんですが、自分の公民館の部内ではないとおっしゃるんですね。

それがですね。だから、隣の公民館の地域である。もうわざわざ隣にまで言っていかれんと。だ

から、どこか、誰かこういう話を聞いてほしい、言う場所がほしいというのも一つの願いでござ

いました。

この件に関して、市長はどのようにお考えかをお伺いいたします。

○議長（町田 正一君） 今西議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） ７番、今西菊乃議員の御質問にお答えをいたします。

先日は石田の敬老会、大変お世話になって、まさに議員おっしゃるように高齢者の方に優しい

行政をしたいということも申し上げたところでございます。高齢者が生活をしていく中で、不便

さを感じながらも行政の要望が届けられない状況があるということでございまして、１番目に道

路の白線が薄くなったり、消えたりしている。２番目に舗装の段差ができて、手押し車等が転倒

して骨折をする恐れがある。３番目に福岡のジェットフォイル待合室の椅子がかたくて、長時間

腰かけて待っていられない。病人や障害者向けの対策が必要だということでございます。

道路の区画線についてでございますけれども、御指摘のとおり市道の中心線や路側線が薄くな

ったり、消失している箇所が見受けられます。補修につきましては、随時整備を進めております

が、市道延長が１,３３６キロございます。国道、県道を含めますと、１,４００キロを超えるわ

けでございますけれども、このような中で今年度は１、２級路線を中心に約６５キロの区画線を

整備する予定といたしております。

また、舗装の段差につきましても、これにつきましてはやはり地元の方々からの御連絡がどう

しても必要になりますので、地元から御連絡があった場合、現地を確認して随時補修を行ってお

りますけれども、区画線同様舗装補修についても１００％補修ができていないところでございま

す。今後は、そういったこともございまして、市といたしましては道路を改良とか新設をするこ

とよりも、私はこの維持補修に予算を割きたいと思っているところでございます。

参考でございますけれども、１級の市道が１４８キロ、２級市道が１４６キロ、その他の市道

が１,０４２キロということで、１,３３６キロということでございます。この中で、参考のため
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に申し上げますけれども、平成２４年度の道路の維持費の決算が１億２,８５０万円程度でござ

います。２５年度の現在予算額でございますけれども、２億６,８００万円程度を予算計上いた

しております。この中で１億円程度、１億４,０００万円ですか、ふえておりますけれども、や

はりそれだけ道路の維持等々について非常に予算がかかっておるという状況にございます。

しかしながら、やはり高齢者の方が、先ほど議員おっしゃいますように白線が頼りだと、ある

いは舗装の段差によって転倒するといったことは、これはやっぱり未然に防がなければならない

ことでございまして、精いっぱいこの予算の中で維持補修について努力をしていきたいと思って

おります。

次に、福岡のジェットフォイル待合室の椅子の問題でございますけれども、高齢者への細やか

な対応といたしましては、福岡のターミナルに限っていいますと、福岡市の第２ターミナル、壱

岐対馬五島航路でございますけれども、エレベーターを高齢者や障害者が利用しやすい場所に設

置いただくように要望しておりましたところ、このたびターミナルビル西側に完成をいたしてお

ります。

また、長年の願いでありました博多港博多ふ頭地区壱岐・対馬ボーディングブリッジ下船口か

ら、バス乗り場等までの利用車動線におけるシェルター雨よけ施設設置につきましても、福岡市

においてこのたび予算化されまして、現時点での情報によりますと１２月に着工、そして今年度

中に完成という予定をお聞きいたしております。

さて、福岡市のベイサイドプレイスのジェットフォイル待合室には、現在６人がけの椅子が

６列、４人がけの椅子が６列設置されております。利用客は乗船する前はその椅子に腰かけて待

つ方がおられます。しかしながら、議員おっしゃるように椅子はかたく、特に病気の方々や障害

者の方々はつらい思いをされていると察するところでございます。唐津フェリーターミナルにお

いては、畳の待合室がございまして、この問題が解消しているのではなかろうかと思っておりま

す。

また、福岡はやはり御病気の方が通院で行かれるという一つの事情もございますし、診察が終

わればやはり早くターミナルに来られて長時間待たれるという状況もあるかと思うわけでござい

ます。この待合室は、株式会社ベイサイドプレイス博多が管理しておりまして、福岡市営渡船の

博多・志賀島航路、玄界島・博多航路、安田産業汽船株式会社の博多・海の中道航路、ベイク

ルーズ福岡の那珂川水上バス、博多湾クルージング「マリエラ」、そして九州郵船ジェットフォ

イルのお客様が利用されております。

このベイサイドプレイスは、旅客ターミナルと一体化した複合商業施設であります。観光スポ

ットとして有名なところで、多くの人が利用されております。市といたしましては、これらの航

路事業者等の意見を聞きながら、株式会社ベイサイドプレイス博多に対し、病人の方と障害者の
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方への配慮について働きかけてまいりたいと思っております。

今西議員は壱岐の施設については申されませんでしたけれども、壱岐の施設はやはりもう船の

出発時刻がわかっていますから、間近に来られてそういう問題がないのかなと思っておりますけ

れども、ちょっと調べてみました。郷ノ浦港については全部がかたい椅子でございます。芦辺の

ジェットフォイルもかたい椅子でございます。石田と芦辺のフェリーターミナルについては、や

わらかい椅子があると、こういう状況でございます。これらにつきましても、このままでいいの

かというようなことについて検討してまいりたいと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 今西議員。

○議員（７番 今西 菊乃君） 道路の白線の問題とか段差の問題については、やっぱり地元公民

館あたりで要望するとできるんですけど、高齢者の方はなかなか言っていくことができないわけ

ですね。隣の公民館のことだから、隣の館長さんには言われんっていうのが現状なんです。だか

ら、どこかでこういう意見を聞いてくれるところがほしいというのが、そもそもの要望でござい

ました。

６月の定例議会で、高齢者関係で質問をいたしましたときに、ちょボラ、ちょこっとボランテ

ィアあたりを導入してはどうですかというふうなことを申しておりました。そういうのに関連し

ても住みやすい高齢者向けの対策、対応というのが必要ではないかと思います。本来ならば、こ

ういった意見は私たち議員がちゃんとお伺いをして、申し立てるのも一つの方法かと思います。

旧町時代は大勢の議員がおりました。合併当初６２名でしたし、その前はもっと多くの議員さ

んがいらっしゃいました。しかし、現在は全部では１６名というふうに非常に少なくなっており

ます。石田もわずか２名になっております。ほかの町もそうだと思います。

以前は、二つ三つの公民館で一人の議員さんがいらしたような状態だったと思います。だから、

お話もしやすかったんだと思います。要望も言いやすかったんだと思いますね。しかし、やっぱ

りこう激減いたしますと、そういう弱者の声というのが非常に届きにくい状況になっているんだ

ということを痛感いたします。私たちもよく言われます。選挙のときばっかりきちかねてはこん

もんなと。議員もなかなか減りますと、活動範囲が広範囲になりますから今までのようにはいか

ないところもあるんですね。だから、削減だけがいいことかどうかというのは考えなければなら

ないことではございますが、経費のことを考えるとやむを得ない状況にあると思います。

そうした意見を吸い上げるほかの方法をやっぱりとっていかなければ、あわせてとってやっぱ

りいくべきだと思うわけですね。特に弱者、高齢者あたりへの対応というものをもう少し考えて

取り組んでいかなければならないのではないかと思っております。まず、市長にそこのところを

どう思っていらっしゃるのかと。
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続きまして、そのジェットフォイルの待合所の問題ですが、あそこは言われるとおり私も九州

郵船さんにこういうお話がありましたので、早速お話をいたしました。全部が無理なら、せめて

優先席でもつくってくれるように頼んでくれないかというふうにお話をいたしました。しかし、

ほかのところからの要望はないとですねというようなお話だったんですね。もちろんあそこは、

あそこにそんなに長時間腰かけるのは壱岐の人しかいません。対馬からの通院の方はどうしても

きつければ飛行機を使われていると思うんですね。壱岐から行く人だけが長時間待っている状況

にあると思うんです。だから、要望はうちからだけしか出ないと思いますよと、だからそこのと

ころをどうか九電工さんが思うというようなお話がございましたので、そこのところを話してい

ただきたいというふうに一応伝えております。だから、市からもそこのところを強く要望をして

いただきたいと思うんですね。全部が全部変えろというのではありません。せめて優先席なりと

もつくっていただきたいという、この状況をちゃんと説明して要望を申していただきたいと思っ

ております。

この２件に関しまして、市長の御意見をお伺いいたします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 今西議員の追加質問でございますけれども、市に対する要望がなかなか

届けにくいと、高齢者がですね。そういったことにつきましては、やはり行政というのはどうし

ても文書処理というのがてんまつまで書くものですから、文書処理というのをやるということで、

公民館長さんなどからやはり申請をいただきたいという気持ちがございます。

しかしながら、今おっしゃいますように、ある意味自分たちのところを要求をしているような

引っ込んだ気持ちを持たれる方もいらっしゃるかもしれません。どういうふうにして、それをそ

んなお年寄りの御意見を聞けるのか、少し研究をさせていただきたいと思っております。

それから、福岡のジェットフォイル待合の問題でございますけれども、今、例えばジェットフ

ォイルなどは指定席はどうなんだというような議論もしておるところでございますけれども、こ

れにつきましてもなかなか結論が出ません。特に、郷ノ浦港のジェットフォイルはその潮の満ち

引きの関係で、上からおりるときとか、下からおりるときとあるわけです。ですから、必ずしも

指定席で乗り降りがうまくいかないこともあるということでございます。しかしながら、今お話

を聞いておりまして、やはり優先席といったようなものを確保できないか、そういったことにつ

いても九州郵船のほうに、航路対策協議会などを通じて打診をしていきたいと思うところであり

ます。

椅子につきましても、何とかさっき申しました会社のほうに言いたいと思いますし、福岡市に

もやはり働きかけ、建物そのものは市の所有であると思っておりますので、市に働きかけてみた
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いと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 今西議員。

○議員（７番 今西 菊乃君） 高齢者のことでございますので、早急にお願いをいたしたいと思

います。

これでこの質問は終わらせていただきます。

次に、子育て環境整備ということで質問いたします。

本市では、子育て支援に関してはいろいろな取り組みが行われています。

検討委員会を設立して子育て環境に取り組んでいるが、放課後児童クラブ、幼稚園保育所と重

なったときの料金は、若い家族の家計を占める割合が大きい。今後の幼保のあり方について料金

に対して不安があるが、検討委員会の方向性はどのようになっているのかというような通告にな

っております。通告いたしておりましたので、このことに対しての答弁だけはいただきたいと思

います。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 今西議員の２番目の質問でございまして、子育て環境整備について、検

討委員会を設立し子育て環境整備に取り組んでいるが、放課後児童クラブ、幼稚園、保育園と重

なったときの料金は若い世代の家計を占める割合が大きい、今後の幼保のあり方について、料金

に対して不安がある。検討委員会の方向性はどのようになっているかという御質問でございます。

昨年１１月に、壱岐市幼保連携子育て支援検討委員会を設置をいたしまして、現在まで７回の

検討会議を開催をいたしております。検討の内容につきましては、市内の幼稚園、認可保育所、

僻地保育所のあり方や、民間の認可外保育施設等々のあり方、新しい子ども子育て支援法に対応

すべく、子ども子育て支援事業計画基本調査、ニーズの調査でございますが、その調査表の内容

検討や認定こども園の新設等について論議をいただいている最中でございます。

今後、国から示されているスケジュールに沿って、まず市内の未就学児等を対象としたニーズ

調査を実施し、利用状況及び利用希望状況の量の見込み等を調査いたしまして。平成２６年９月

ごろ、来年の９月ごろをめどに子ども子育て支援事業計画を作成する予定となっております。ま

た、料金につきましては平成２６年４月ごろ国のほうから、目安の価格、公定価格が骨格が提示

をなされる予定となっておりますので、その後議会及び検討委員会から移行する子ども子育て会

議等の御意見を賜りながら、検討させていただく予定でございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 今西議員。
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○議員（７番 今西 菊乃君） ちょっと済みません。私の不手際でございまして、申しわけなく

思っておりますが、本当はどういうことが聞きたかったかと申しますと、今、保育所、幼稚園の

あり方について検討会議が進んでいる状況にあると思います。その中で、その幼保一元というこ

とを視野に入れて検討がなされているのかと思いますが、壱岐の場合、今の現状でいいますと今

の保育所、幼稚園の体制でほぼ十分だと思うんですね。

しかし、今から先ずっとこれが続いていくわけではございませんので、ここにメスを入れなけ

ればならないと思っているわけです。検討委員会でもいろいろ検討をされていることと思います。

立ち上がって半年くらいになりますかね。その中で、どういった方向性で進んでいるのかという

こともございますし、できれば幼保一元ということをできるところからやったらどうかというこ

とを言いたかったわけでございます。

経費削減とか、子供の教育とか育児とかいろいろ考えまして、今石田の保育園、幼稚園がござ

います。小学校のプールとかもあります。だから、そこを基準として幼保一元化というものに取

り組んでみてはどうかということを言いたかったわけです。そうしないと、だんだんどこの施設

も老朽化をしてまいります。国の方針が定まらないので、なかなか市長も方向性を決めることが

できないでいらっしゃると思うんですが、まずモデル的にできるところからやってみてはどうか

ということが言いたかったわけです。

石田の場合は、石田保育園と石田幼稚園が近くにありますし、下にテニスコートがあるんです

ね。前はあそこに手がつけられないということだったんですが、もうできるようになっているん

じゃないかと思いますので、あのテニスコートと今の保育所を一体化として幼保一元に取り組ん

でみてはどうかということが言いたかったわけです。そうしないと、なかなかこの幼稚園、保育

園の問題はどこも施設が老朽化していきますし、今のままずっと少ないところをそのまま継続し

ていくということも難しいと思いますので、できるところからモデルというわけではありません

が、石田が一番やりやすいんじゃないかと思うわけですね。だから、あのテニスコートは今の幼

稚園の跡にでも持っていけないことはないと思うんですね。それで、モデル的と言ったら言葉は

悪いですけど、これからの取り組みとしてまずそこからやってみてはいかがかなという質問が本

当はしたかったわけです。申しわけございません。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 今、検討委員会でさまざまな検討が行われておるところでございます。

今、今西議員におかれましては石田が幼保連携を、模範的にやってはどうかということでござい

ます。今、検討委員会の中身については詳しくは存じておりませんけれども、やはり僻地保育所

の問題、集約の問題、そして幼稚園と保育所の形態等の融合等々について、非常に議論を深めて
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いただいておるものと思っております。

そういった中で、幼保連携のまず幼稚園、保育所を一体化するという中で、園舎をそのままに

して使う場合は、１５０メートル以内でなければいけないという条件がございます。１３５メー

トル、済みませんでした。１３５メートルというのでございまして、石田町がぎりぎりかなと思

っておる次第であります。そういった意味では、他の幼保連携が園舎を別棟にしてやれる場所は

ございません。そういった意味では、石田は一つのモデル的にやれるのかなと。これは、決定で

はございません。今お聞きをして、率直に私が感じておることを申し上げております。そういっ

たことで、何回も言いますけど１３５メートルしか離れていないのは石田しかないということも

事実でございますし、その可能性は非常に大きいと。ただ、検討委員会の答申が出ないうちにこ

うですよということも言えません。そういう条件にあるということを、私が認識しておるという

ことにとどめさせていただきたいと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 今西議員。

○議員（７番 今西 菊乃君） 検討委員会の結果が出るまでは、市長もどうこうということはお

っしゃられないと思います。そのための検討委員会を立ち上げていらっしゃるのだからですね。

しかし、その検討委員会の委員さんの中のお話を聞いてみますと、なかなか進まないというよう

な状況を聞くわけですね。だから、まずモデル的にでも日本国中幼保一元のところはあるわけで

すから、どこもみんな一緒にというわけにはいかないですね。だから、やれるところからまずや

ってみてはどうかという意見もあるものですから、そのことをちょっとお伺いをしたわけです。

検討委員さん方の御意見、結果報告も今年度中にはあろうかと思いますが、今後の保育の取り組

み方については幼保一元というものも視野に入れてやれるところからやっていただきたいという

思いで質問をするつもりだったんですが、ちょっと不手際で申しわけございません。

以上で私の質問を終わります。

〔今西 菊乃議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上をもって、今西菊乃議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（町田 正一君） ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時といたします。

午前11時50分休憩

………………………………………………………………………………

午後１時00分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。
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次に、１番、赤木貴尚議員の登壇をお願いします。

〔赤木 貴尚議員 一般質問席 登壇〕

○議員（１番 赤木 貴尚君） １番、赤木貴尚が通告に従い、市長に対して一般質問を行います。

７月２０日に当選証書をいただき、間もなく２カ月、多くの方々に支えられ、先輩議員の方々、

議会事務局の御指導もあり、今ここに立たさせていただいております。一つ一つのことが初めて

で緊張の連続ですが、この初心を忘れないで、壱岐市の一人として、また市民の代表として壱岐

の島のために頑張りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

質問は、主に９月会議においての市長の行政報告の内容から考えております。市民や私の素朴

な疑問を中心に行いたいと思います。新米議員の初の一般質問、欲張りすぎまして質問事項、質

問要旨、全てで９つと盛りだくさんになってしまいました。時間が５０分しかありませんので、

市長の簡潔で建設的な答弁をお願いいたします。

まず、先輩議員のアドバイスもありまして、効率よく質問するために通告書の質問の順番を若

干入れかえさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。

○議長（町田 正一君） 結構です。

○議員（１番 赤木 貴尚君） まず、１つ目の質問は通告書の④、地域おこし協力隊についての

質問です。

平成２５年５月１２日採用の合口香菜さんをはじめ、徳永満智子さん、堀田九三男さん、二宮

レイ子さん、４名の皆さんに地域おこし協力隊として３年間活動していただくということでなっ

ております。この方たちに、具体的な成果と結果を３年間でどのように求めていくのかというこ

とを、まず最初に市長の見解を聞きたいと思いますのでよろしくお願いします。今回の質問は一

つ一つ御答弁をいただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

○議長（町田 正一君） 赤木議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） １番、赤木貴尚議員の質問にお答えいたします。

初めての対面でございまして、私も緊張いたしておるところでございます。地域おこし協力隊

について、４名に３年間で具体的にどのような成果、結果を求めているのかということでござい

ます。

地域おこし協力隊につきましては、人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外

の人材を積極的に誘致し、その定住・定着を図ることで、意欲ある都市住民のニーズに応えなが

ら地域力の維持、強化を図ることを目的に創設された総務省の制度でございます。地域づくりに

意欲的な隊員を４名募集し、本市観光情報の発信、地産地消の推進、地域特産品のＰＲ、新規開

発、商品デザインの支援、また農林水産業の応援や海女の後継者育成などの地域協力活動に従事
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してもらうことで、地域の振興を図ることを目的に、３年間にわたる活動を予定をいたしており

ます。

行政報告で申しましたとおり、海女さん後継者として合口さん、観光振興情報発信担当として

徳永さん、物産振興・特産品開発担当として二宮さん、雑穀・古代米ブランド化支援担当として

堀田さんと４業務、４名の隊員が全て決定し、着任いただいたところであります。

それぞれのミッション、大きい項目だけ申し上げます。観光振興、情報発信担当徳永さんには、

地域資源の調査、地元では注目されてこなかった資源などにも目を向けること。旅行商品の企画

立案、ホームページ、ＳＮＳ活用による情報発信でございます。

物産振興・商品開発担当二宮さんには、地域の食資源調査、新商品開発、既存商品のリニュー

アル、Ｗｅｂ販路開拓通販、ＳＮＳ活用などによる情報発信でございます。

海女さん後継者合口さんには、海女の見習い、海女等の情報発信、漁協直売所の支援、イベン

ト企画、運営をお願いいたしております。

４番目の雑穀・古代米、原の辻ブランド化支援担当の堀田さんには、雑穀・古代米の調査、情

報発信、雑穀・古代米の加工品やイベント企画、特産品開発関連ツールの製作をお願いしておる

ところでございます。

今後、本市の現況、課題を把握しながら、埋もれた魅力、資源を掘り起こし、専門知識や外部

ネットワーク等を生かしながら、これまでに培ってこられた経験を十分発揮され、現在観光連盟

が主体となって取り組んでおります長崎県がんばらんば事業の壱岐島ごっとり市場の各事業への

支援など、連携しながらそれぞれの担当業務を行っていただきたいと思っています。そして、こ

れらの活動の中で定住定着につながる起業、または生業づくりを築かれ、３年後には地域おこし

協力隊の皆さんがこの壱岐の島に移住定住され、引き続き地域活性化に奮闘していただけること

を期待しているところであります。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） ３年後に定住定着という言葉が幾つか出てきましたが、やはりこ

の人口減少の中、定住定着していただいてこの壱岐の島のために一生懸命働いていただくことが

大切なことだと思います。

この４名の皆様には、官民協働のかけ橋となっていただくためにも、行政は何をすべきかとい

うと、やはり明確な作業指示や目標設定、役割を具体化してあげて、働きやすい環境づくりをし

てあげることが大切だと思います。この地域おこし協力隊も、もうほかの自治体でも多くの方が

取り組まれている中の結果報告の中に、野放しではいけないと、「どうぞそのままやってくださ

いよ、好きなようにやってくださいよ」では、本人たちもやりたいことがあっても、それをやれ
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る環境がない限りはせっかく今まで一生懸命やってこられた実績も通用しない状況があるみたい

ですので、その点を行政側はしっかり働きやすい環境づくりというのをつくってあげたほうがい

いのではないかなと思います。

それでは、次の質問にいきたいと思います。

２つ目の質問、壱岐市のインターネットの活用についてということで質問したいと思います。

壱岐市におけるインターネットの活用は、ホームページ、市長ブログ、市長フェイスブックと

いうこの３つを主に活用されている状況ですが、そのほかにもＳＮＳ、先ほどの市長のお言葉の

中にも地域おこし協力隊の活動の中にＳＮＳという言葉がありましたが、このＳＮＳということ

を活用してはどうかなと思うことで、ちょっと一つボードを用意していますので、ＳＮＳという

ことに関してほかに何があるかというと、ここに書いていますけどソーシャルネットワーキング

サービスと、人と人のつながりを促進、サポートしていくコミュニティ型のウェブサイト、ちょ

っとやけにカタカナが多いんですけども、要はインターネットを使って人と人をつなげるという

ことですね。

わかりやすくというか、インターネットの回覧板みたいな形で、知りたい情報がわかりやすく

インターネットをしている人がわかるという、こういうソーシャルネットワークサービスという

のが今、日本の中で、私がいう中ではこのツイッターとフェイスブックとラインというのがある

んですけど、これはちょっとまたソーシャルネットワークとしてはちょっと違うジャンルになる

んですが、私がやっている、または壱岐市島民の中で若者がやっているのはこの多くの３つにな

っております。

このＳＮＳというのをぜひ活用していただいて、この壱岐の情報発信をしていただきたいなと

思うのが私の今回の質問ですが、まずこのＳＮＳ、現在武雄市、佐賀県の武雄市が積極的にフェ

イスブックというのを活用されています。これは、フェイスブックというのは「いいね」という

ボタンがありまして、その「いいね」というのを押した人いうのの数が一つ見ている人というか、

それを使っている人の一つのバロメーターなんですが、これ一応５万人という数字が出ています。

いいねというのを押した以外の人でただ見ただけという数字が、インターネット上などで確実な

数字ではないですけど、４８億人とか書かれている状況が今の現在のところです。

私も、今回議会の広報委員長として、広報委員会が今度視察研修に武雄市に行ってまいります。

その中で、やっぱりしっかりと議会も情報発信をしていかなければいけないということで、この

フェイスブックをぜひ活用していきたいなと思っておりますが、まずやってほしいことはこのフ

ェイスブックということで、市長のフェイスブックもありますが、壱岐市のフェイスブックペー

ジというホームページとは違う、壱岐市を宣伝するフェイスブックの中のページというのをぜひ

やっていただきたいと思うんですが、このことについて現在取り組まれていないということなの
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で、ぜひ取り組んでいただきたい。そのことについての御答弁をお願いします。（発言する者あ

り）全部一括質問。今回の質問に関しては、ＳＮＳ、フェイスブックページを壱岐市で取り組ん

でほしいということを７番の大きな意味です。

○議長（町田 正一君） 赤木議員、インターネット活用についてはその部分だけの質問でいいわ

けですね。

○議員（１番 赤木 貴尚君） そうです。はい。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 壱岐市のインターネット活用についてということで、ＳＮＳについての

みのようでございますけど、この場合、ＳＮＳをやりますよとかやりませんよとかいうことは言

及いたしません。

どういうことかと申しますと、現在の情報の手段についてはさまざまなシステムが構築をされ

ているところであります。それぞれの世界中で多くの方が利用されております。情報発信におけ

る効果は、これまでテレビ等で壱岐市が取り上げていただいたときの反響など、その大きさを改

めて実感をいたしております。議員お話のとおり、ツイッターやラインなどさまざまな情報手段

が確立されておりますけれども、これらはいろいろツールによって、例えばラインなどは災害時

がいいとかございます。その中で、今壱岐市は市のホームページ、壱岐市長としてのブログ及び

フェイスブックに情報の発信を行うとともに、ただいま申し上げました各テレビ、ラジオ、壱岐

市を取り上げていただくような推進をしておるところでございます。

自治体のソーシャルメディアの活用状況につきましては、今武雄市のことを申されましたけれ

ども、ソーシャルメディアの活用状況のアンケート調査が実施された結果、１,７４２自治体の

うちの９２１の地方自治体からの回答結果が、公表されております。ツイッターを活用している

というのが２４.２％、フェイスブックを活用しているが１５.２％、ユーチューブが１４.９％、

いずれも活用していないが６２.５％ということでございまして、まだまだ自治体によりますと

こうしたソーシャルメディアの活用については低い状況にあると思っておるところでございます。

私なりに、これらのことについて理解をいたしておりますけれども、議員お話のＳＮＳ等情報手

段ございますけれども、私はこうしたあらゆる情報手段に取り組むのではなくて、あれもこれも

ではなく、今行っている市のホームページ、ブログ、フェイスブックをさらに充実した形で取り

組んでいきたいと考えておるところでございます。

今、武雄のことをおっしゃいましたけれども、人口５万人の武雄市はＳＮＳを利用した情報発

信先進地でございますが、広報担当としてフェイスブック・シティ課に９名の職員が張りついて

おるという現状にございます。



- 156 -

壱岐市におきましては、総務の広報担当が一人でこの今申しました３つの情報発信ツールを使

いまして、必要に応じて更新いたしております。これは、情報の発信もとを集中管理して正確な

情報を公平にお伝えするためでございます。やはり行政というのは、個人の情報発信とは違いま

して、その情報の管理については責任の重大さ、それを十分認識しなければいけないと強く思っ

ております。誤った情報が発信されることになって、時には大きな混乱を招き、そして大きな損

失を生むこともございます。

また、情報弱者、高齢者、障害者等、携帯、パソコンを利用できない方、情報弱者でございま

すけれども、この方々への対策も合わせて研究していく必要があると考えておるところでござい

ます。

今、現時点で壱岐市といたしましては、このことを十分認識し情報の発信、情報の管理に努め

てまいる所存でございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） まず、私が一番最初に質問した地域おこし協力隊の徳永さんの役

目は情報発信なんですよね。その中に、ＳＮＳ、フェイスブックと市長何回も御答弁されたのに

この行政においては情報発信はＳＮＳではまだできないと。人材が足りないという私は今、とい

うふう捉えたんですが、ぜひこの方たちを生かして、この方たちに情報発信をしていただければ、

人材はそこに補えているんではないかなと思いますが、データというか、いろんなデータがある

んですよね。実際今おっしゃられたツイッター、フェイスブックはそれほど使われていないとい

う状況もそれはそのデータとしてあるんですが、実際もう既に日々フェイスブックやライン、ツ

イッターというのはどんどんどんどんふえていく状況ではあるですね、わかりやすくいえば。

ましてや、このフェイスブックとかラインとかは、スマートフォンという今皆さん携帯電話で

いうと、折りたたみ携帯と、一つになった携帯とあるんです。このスマートフォンに関してでき

る情報発信なんですが、これも既にもう携帯電話を持っている人の半分はスマートフォンになっ

ている状況なんですよね。

ましては、その情報を発信するためのスマートフォンが携帯を持っている人の半分になってい

るのと、しかもこの壱岐の島においてはフリースポットという、いわゆる無線、線が要らなくて

インターネットがつなげられる状況というのは、もう既に全国に自治体の中で第２位になってい

ますよね。佐渡島の次に。今度もういつか１位になろうとして一生懸命努力している民間の方が

おられるんですが、もう１位になりますよ。この１位になったときに、情報発信ができる環境が

あるのに情報発信をしていない自治体というのは、ちょっとバランスがとれていないように感じ

るんですよね。
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私、一つ思うんですけど、市長がこの前からインバンウンド、インバウンドって言って、外国

人誘致している、積極的にしています。外灘画報の取材も来ていますけども、この外国人が使っ

ているはこのＳＮＳなんですよ。インバウンドで外国人客を呼ぼうとしているのに、ＳＮＳの発

信元で壱岐市の情報を知れなければ、外国人は来たくても壱岐の情報は知り得ないですよね。

私が思うには、今度新しく予算で観光パンフレットの予算がついていますけども、このフェイ

スブックページをつくるのはお金はかからないんですね。無料なんです。対馬市においては、既

に英語のフェイスブックページがあるんですよね。じゃあ、これどうやってやったのかって調べ

たら、地元の、対馬のＡＬＴの協力で英語のページを作成した。これ作成したの誰が提案したか

というと、対馬でいう島おこし協力隊です。壱岐でいう地域おこし協力隊の発案でやられている

んですよ。これ、ずっと考えていくとくるっと一周しましたよね。つながっているんですよね。

だから、一番最初に質問させていただいたのは、地域おこし協力隊についてなんですよ。この

地域おこし協力隊、せっかく採用されたのにいわゆる明確な作業目標設定をしてあげないといけ

ないということを、今さっき私も言いましたけども、ぜひこの方たちを使って人員不足を補って、

壱岐の発信をもっと積極的に、あすにでもフェイスブックページをぜひつくっていただきたいな

というのが、一つの希望ですけども、このことについての答弁をお願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 今おっしゃいますように、地域おこし協力隊の方々はそれぞれの立場で

ＳＮＳをぜひ利用していただきたいと思っているわけです。そういう中で、先ほど冒頭ちょっと

私もＳＮＳのことについて非常に否定的なことを申し上げましたけれども、今の段階で壱岐市と

して、行政全体としてやるつもりはないということで御理解いただきたいと思っています。

今、赤木議員が提案のようにそのＳＮＳについて、私も勉強いたしまして、地域おこし協力隊

２名の方に先ほど申しました。そういったことの中で、お互い私も勉強させていただきますし、

うちの広報担当にもそういった情報発信の技術といいますか、そういったもの、そしてまた今の

一人ではとてもやれないということもございます。今のことにつきましては、御提案として受け

取らせていただきたいと思っています。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） この情報発信の今、ちょっと最先端でいうと私も調べただけなん

で詳しくは説明できないんですが、自治体クラウドというもう既に言葉がありまして、これは防

災、観光、医療、これを全て情報発信しているいわゆるインターネットのシステムもございます

ので、ぜひもう既に最先端なことばかりを言っていてもしようがないでしょうけども、壱岐市も
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ぜひそういうのに取り組んでいただいて、情報発信をしていただきたいなと思っております。

次の質問にいきたいと思います。

３つ目の質問、②の全国離島交流中学生野球大会についてで質問をさせていただきます。

８月に行われました全国離島交流中学生野球大会、見事に壱岐市選抜が優勝しました。優勝し

たおめでたいことの影には、どうしても大会の内容、場所とか時間とか対戦相手の情報が市民に

対してわかりにくかったということが一つあるのではないかなと思います。

私も、実際に活動の中で一般市民の方から、どこで何の試合があるのかということを聞かれた

ときに、勉強不足だったのもありますがちょっと答えることができなかった状況があります。来

年は、国体も行われますので、今後壱岐の島内で行われるイベントの詳細、情報、これもまた情

報伝達、情報発信というのが、言葉が出てきますが、そういう点でどういうふうな工夫をされて、

島民に国体等の今後のイベント情報を伝えていくのかというのを、ひとつ市長に御見解をお願い

したい、答弁をお願いしたいと思います。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 赤木議員の全国離島交流中学生野球大会、それを踏まえて来年の国体と

いうことでございます。

全国離島交流中学生野球大会の開催にあたりましては、皆様の御支援、御協力によりまして盛

会裏に終了いたしました。お礼を申し上げます。議員御指摘の本大会の周知につきましては、ま

ず市報８月号へのトップ記事の掲載、大会チラシの回覧、長崎県庁での記者発表及び各メディア

への情報提供、ケーブルテレビの放送、防災無線での放送、市のホームページの掲載などにより

まして、市民の皆様をはじめ全国に情報発信をしたところでございます。

大会の内容等が情報がわかりにくかったという部分については、反省点として真摯に受けとめ

て今後に生かしていきたいと思いますが、こうしたらよかったんだという御意見がございました

ら、議員の御提案等をお願いしたと思っておるところでございます。

特に、来年開催の長崎がんばらんば国体壱岐市実行委員会の情報伝達につきましては、これま

で次のような方法で実施してまいりました。

国体のポスターの掲示、開催横断幕、タペストリー、これは布製のポスターでございますけど

も、その設置を港、空港、各庁舎、マスコットキャラクターがんば君によるＰＲ活動、がんばら

んばダンス、がんばらんば体操のインストラクターによる指導、普及活動、情報誌壱岐がんばら

んばプレス発行、これは全世帯に現在まで２回配布をいたしております。

市の広報誌であります「広報いき」への情報掲載、壱岐市国体ホームページの開設、情報提供、

カウントダウンボードの設置、交通規制のお願いチラシの全戸配布、新聞折込、看板設置、県推
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奨花の育成ボランティア募集、苗配布、プランター設置、これは小中学校、市民にお願いしてお

ります。各県応援のぼり旗作成・設置、歓迎のぼり旗設置、港、空港、競技会場でございます。

大会ＰＲグッズの作成、配布、ポケットティッシュ、クリアファイルなどでございます。

壱岐市ケーブルテレビの出演、国体応援ポスター、標語コンクールの実施、これは小中学校で

ございます。大会運営ボランティアの募集、現在２９人のボランティアが応募していただいてお

ります。島内新聞への情報提供、インターネットライブ中継、競技実況及び壱岐市の情報発信な

どでございます。さらに、今後これらに追加をいたしまして、主要道路、商店街へ歓迎バナー、

つり下げ旗でございますけれども、や歓迎札の掲示などを予定いたしておりまして、御提案の分

も含め啓発に取り組んでまいります。

離島甲子園参加チーム等の歓迎行動につきましては、大会会場をはじめ、市内各港や空港及び

宿泊施設へのぼり旗の設置をいたしましたほか、各港にそれぞれに到着するチームの皆さんを市

職員、市観光連盟及び宿泊施設などの関係者によりまして、横断幕やのぼりなどを持ってお出迎

えし、お帰りのさいも同様に各港において紙テープを準備するなど、離島らしさも出しながらお

見送りしたところでございます。

また、市観光連盟のお力をかりて、チームが宿泊する施設でもチームの皆さんへの一層のおも

てなしを心がけていただきました。大会終了後ではありますが、参加されたチームの方などから、

スタッフの対応、宿治施設の方の対応等への感謝のお言葉をいただいたことは、関係者の気持ち

が届いたものとうれしく思っておりますし、関係者の皆様のおもてなしの心に改めて感謝を申し

上げます。

しかしながら、壱岐島内全体の歓迎ムードがいま一つ足りなかったという感じられたことは反

省すべきであると思っております。市民皆様への情報の周知の方法など十分検討いたしまして、

今後のイベント等の開催に活かしていきたいと考えておるところでございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 先ほど市長にどのようなことをしたらいいかと、アイデアを出し

てくださいということで受けとめましたが、これはフェイスブックページをつくっていただくこ

とではないかなと思っております。なぜならば、ホームページというのは取材をしました。それ

を、一遍市役所に持ってかえって、そこからデータを打って、写真を入れたりとかして、タイム

ロスというか、時間がかかるんですよね。

じゃあ、フェイスブックページ、フェイスブックというのはどうかというと、その場ですぐ対

応できる。情報発信ができるんです。何対何でどこが勝ちましたというのはすぐそこで対応でき

るんですよね。だから、そういう今私が言っているのがインターネットだけに突出していますの
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で、じゃあインターネットができない人にはどうやって知らせるんでというところにもなるんで

すが、まず私が進めたいところはそこであるということを一つアイデアとして伝えたいと思いま

す。

そして、歓迎ムードが足りなかったというのは、市長のお言葉をいただきましたが、市民は歓

迎したかったと思うんですよね。でも、歓迎したくても情報が伝わっていないから歓迎できない

んじゃないかなと、僕は一つ思いました。

じゃあ、どうやって情報を発信するのかというと、昔ですね、ちょっと一つ、昔ですね、こう

いうふうに修学旅行とかが来ると歓迎の赤い張り紙をよく見かけました。旅館とか商店、うちな

んかもこういうのを張ってくださいっていって張ってきました。修学旅行は、何日から何日に来

ていますよというのを張ってあるんですよね。これは、インターネットも何もない、本当のアナ

ログな張り紙なんです。

じゃあ、これで何がわかるのか、まず来ている団体名と日付がわかるんですよ。ここさえわか

ることによって、どこであるかというのは、その後は一般市民が探していくところなんですけど

も、この最低限の情報だけでもどこかに張ってあることによって、まず一つに来られた方が、わ

あ、自分たちは歓迎されているんだなというのが一つわかる。そして、島民も何月何日から何か

ありよるねというのもこれでわかる。これ昔あったんですけどね、いつからかなくなってしまっ

たという、これじゃあ僕がどこでどうやっていたのか調べようにもなくて、今回自分でつくって

きました。こういう、一つアナログ的な一般市民もわかりやすい。そして、来る方たちも歓迎

ムードをすごくしてくださっているなという、こういう取り組みのぜひ国体前に、国体に向けて

やっていただければいいかなという、一つアイデアを御提案したいと思います。

それでは、次の質問に行きたいと思います。

○議長（町田 正一君） 赤木議員いいですか、それについて市長の答弁は。

○議員（１番 赤木 貴尚君） じゃあ、市長答弁よろしくお願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 本当に具体的な御提案ありがとうございました。今のことにつきまして

も、十分効果のある御提案だと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議員（１番 赤木 貴尚君） よろしくお願いいたします。議長、それでは次の質問に移ります。

４つ目の質問、長崎しおかぜ総文祭、先ほども鵜瀬議員のほうから御質問がありましたので、

ちょっと簡潔に質問させていただきたいと思います。

すばらしい取り組みということで、一つそういう表現にさせていただきますが、商業高校生た
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ちも市長を表敬訪問されて結果報告をされました。その中で、私は今回のこの受賞は単なる発表

ではなくて、提案としてこの壱岐市は捉えていただきたいなと思います。市長もブログの中で、

このすばらしい提案書を今後の島づくりの中に活かしていきますと、コメントしてあります。こ

れは、子供たちにひとつ夢を与えていますね。まとめの言葉の中にもこれは私たちの夢であると、

こういうふうに島が活性化されてにぎわうのは夢であるという言葉を書いてありますけども、私

はやっぱりこの夢をかなえてあげるのは大人の役目だと。この島の中においてのトップ壱岐市長

がぜひこの夢をかなえてあげてはどうなかと思いますが、このことについて御答弁をお願いしま

す。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 長崎しおかぜ総文祭、最優秀の賞のアイデアを活かすための仕組みが整

備できないかという御質問でございます。

しおかぜ総文祭におきまして、壱岐商業高校が最優秀賞という快挙を成し遂げられました。そ

の主たる提案内容は、合宿誘致による交流人口の拡大と地域活性化を図ることでございます。具

体的には、市の島外スポーツ団体誘致促進補助金制度を広く周知させていくことや、壱岐市ある

いは壱岐市観光連盟、宿泊施設などが協力のもとに合宿パックの開発及び販売を推進することと

捉えております。

今回のテーマ、「おいしい、楽しい、島合宿、壱岐」では、壱岐合宿の現状分析、マーケティ

ングリサーチ、テストマーケティングなど、目的達成のためのさまざまな活動をされておりまし

て、本当に関心させられたところであります。特に、マーケティングリサーチでは北九州にある

８３の高校のうち６割近くが壱岐で合宿したいと答えておりますが、一方で市の補助金制度の認

知度は１割に満たないという調査結果であります。このことから、情報発信の重要性を改めて認

識をしたところでございますが、これらの内容につきましては、検討というよりもこれらを研究

した高校生との意見交換をやりたいと思っているところであります。

と同時に、壱岐での合宿を望む高校などの情報をいただけるならば、トップセールスにも伺い

たいと思っておりますし、待ちの姿勢ではなく積極果敢に合宿誘致に取り組みたいと考えており

ます。また、議員おっしゃいましたように、この発表のまとめとして壱岐が合宿のメッカとして

にぎわい、離島経済再生の模範となることが私たちの夢であると締めくくられております。心か

らありがとうという思いでございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） いわゆるこの文化祭のインターハイですね、これで日本一になっ
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たんですよね。商業高校のグラウンドのところにも日本一って書かれています。この日本一にな

ったこの提案を、ぜひ壱岐市が活かすというところが、またそこがすごいすばらしいことではな

いかなと、日本一になった高校生のアイデアを活かすというところは、僕はすごくすばらしいこ

とだと思うんですよ。

実際、他の自治体においても大分県の大分大学の主催する高校生のアイデアコンテストという

のもあるみたいですし、愛知県のほうにおいてもそういう高校生のアイデアを活かすコンテスト

というものも行われています。対馬においては、ちょっと対馬は隣なのでひとつ比較対照にして

みたいと思うんですが、長崎新聞において地域づくりに大学力ということで、総務省の域学連携

地域活力創出モデル実証事業という中で、大学生と意見交換をしてその大学生から実行委員会が

立ち上がって、実行委員会で大学生との意見交換をして、その意見をぜひ対馬のために活かそう

という取り組みも実際に行われていますし、いろんな自治体でいわゆる学生、この若い人たちの

アイデアを活かしてその地域を活性化していこうという取り組みが、やっぱ日本中それなりに行

われているわけなんですよね。

その中で、やはりこの日本一になったというところを活かすというのが、やっぱ壱岐で唯一で

きるところではないかなと思っていますので、ぜひその点を本当も何回も申しわけないんですが、

実現させてあげるのは市長だと思いますので、このことについてもう一度だけ御答弁お願いしま

す。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 先ほど申し上げますように、この商業高校のリサーチ、そういったもの

を高校生の目線でやっておるわけでございまして、現実に答えも６割が壱岐でやりたいというよ

うなことを、返事があっております。少なくとも、そういった学校につきましては働きかけを行

う。その情報をいただけるかどうか、そういったことも含めて、先ほど申しますように情報メデ

ィア部の皆さん方と観光関係のうちの担当あるいは観光連盟、意見交換を行っていきたいと思っ

ている次第でございます。その高校生の夢に向けて頑張りたいと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 子供たちの夢をぜひかなえてあげてほしいなと思っております。

それでは、４つ目の質問に行きたいと思います。

③の観光振興についてということで御質問をさせていただきたいと思います。

行政報告の中に、九州郵船とオリエンタルエアブリッジの本年１月から４月までの乗降客数の

累計が、前年対比１０３％ということで書いてありました。昨年はしまとく通貨がない状況で、
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今年は４月からしまとく通貨を一生懸命、売り出してアピールしているところではございますが、

それにしても昨年まではなかったしまとく通貨、今年でじゃあしまとく通貨の効果があらわれた

のかなと思ったところですが、現在のところは前年比と同じというところでは、このしまとく通

貨を活かしきれていないのではないかと。商売人としては、２割減の券を使われて商売上がった

りにならないように、ぜひこのしまとく通貨はもっともっと来ていただくために、具体的な対策

を行政はどのように考えているのかということをちょっと、市長から答弁をお願いしたいと思っ

ておりますが。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） しまとく通貨のことについてお答えいたします。その前に、商売人が

２割減ということはどういうことでしょうか。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議員（１番 赤木 貴尚君） しまとく通貨の券で購入されることによって、いわゆる商売して

いるほうとしては、済みません。言葉足らずで申しわけございません。どのように言ったらいい

んでしょうか、しまとく通貨を使っていただくことはすごく商売人としてはありがたいことでは

あるんですが、どうしても現金とは違って差額が出てくるというところで、商売人としてはその

利益が少し下がってしまうというところでは、商売人としてはつらいというとちょっと語弊があ

りますが、その点で積極的にもっと来ていただくことをしていただかないことには商売が成り立

っていかないというところをちょっと表現したかったんですが、ちょっと言葉足らずで申しわけ

ございません。そのためにも、行政としてもう少し観光客がいっぱい来るように努力していただ

きたいということを、答弁していただきたいんです。済みません。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） しまとく通貨については、２.５％の手数料を払わなくてはいけないと

いうことで、そういった意味では確かに商売の方々にはその分のもうけが減るといいますか、そ

ういうふうになるわけでございますけれども、これはそのことによって販売量がふえるというこ

とで、ひとつぜひ商業の方々には御理解いただきたいと思っている次第であります。

議員御指摘のとおり、しまとく通貨の販売開始当初におきましては、しまとく通貨に対する情

報発信が不足しておりました。その効果がまだまだという段階でございますけれども、実はこの

発行委員長は離島振興協議会長である私が委員長でございます。そうした中で、県の町村会の中

で内田さんといいまして、内田正二郎さんといいまして、前の壱岐支庁長が事務局をなさってい

らっしゃいます。

現在、これ正直申し上げてだんだんふえております。８月初頭にはしまとく通貨の４月から
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６月の販売状況が年間目標の１割弱でございました。この事業を不安視する報道がなされたとこ

ろでございますが、今申し上げますように旅行業者への旅行プラン造成の働きかけ、自治体が合

同で行った大都市圏の報道向け説明会等々を行いまして、７、８月においては販売状況も改善い

たしまして、両月合わせて約１２万５,０００セットを販売いたしました。

６０万セットが、御存じのように年間目標でございまして、１月当たり５万セット売らなけれ

ばいけないわけでございますけれども、ということでございます。８月までの累計販売数は年間

目標の３割に至っておるわけでございます。今、報道で数字が出ておりますけど、それよりも最

新の数字を申し上げます。８月末締め切りまでの、これはパック旅行というのがございますが、

それが今までの報道の情報には入っておりませんでした。それを入れましたところで、８月末締

めの換金状況を申し上げます。６市町全体で９億５,４００万円でございます。そのうち壱岐市

は３億２,０００万円でございまして、全体の約３３％を占めております。

今後も、しまとく通貨の利用促進について、発行委員会をはじめ関係自治体全体で取り組んで

まいりますが、壱岐市としても独自に、特に福岡市周辺でのしまとく通貨の情報発信に取り組ん

でまいります。具体的には、今度の補正予算に計上しておりますけれども、ホームページ等で公

開できる市内加盟店のＣＭ動画の製作業務や、マスメディアを通してしまとく通貨を活用した観

光閑散期の冬場の壱岐への誘客を図る事業を実施してまいりたいと思っているところでございま

す。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 確かに７月までの数字だったので、私も実際はこの８月、７月後

半から８月までの観光客の増加というのが数字よりも実際目に見えているものはありました。私

も多くの方に出会って、しまとく通貨の効果だと思ってはおりますが、やっぱり今後も気を緩め

ずに閑散期にこのしまとく通貨を使っていただいて、ぜひ離島だけの得点ですので、現在対馬が

今のところトップをいっているようですが、この対馬を抜いて壱岐がトップになるようにしてい

ただきたいなと思っておりますが、この点について市長お願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 赤木議員は誤解をなさっているかと思いますけど、対馬がトップは年間

の観光消費額が対馬がトップなんです。ですから、当然対馬がたくさん売らないかんわけですけ

れども、今は壱岐がトップでございます。申し上げますと、壱岐市が、大きく言います。３億

２,０００万円で３３.６％、対馬２億３,６００万円、２４.８％、五島市２億４,１００万円、

２５.３％、小値賀８１０万円、０.９％、新上五島１億３,５００万円、１４.２％、宇久町、佐
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世保市宇久ですね。１,２００万円、１.３％というふうになっておりまして、今のところ壱岐市

はかなり頑張っている状況でございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 勉強不足で申しわけございませんでした。壱岐市がトップという

ことで、このトップを維持し続けるように努力していただきたいなと思っております。時間がな

くなってきておりますが、頑張ってあと残り４つを進めたいと思いますが、３つですね、失礼し

ました。

同じく観光振興について質問させていただきたいと思います。

壱岐市における観光案内所はどこだと認識されていますかということを質問してみたいと思い

ます。私の感じるところで観光案内所、ありますが、市長として観光案内所は壱岐はここだとい

うことをひとつ御答弁いただきたいなと思っております。お願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 壱岐市における観光案内所はどこかということでございます。市内の観

光連盟の案内所は３カ所でございます。航路の玄関口である郷ノ浦港ターミナル、芦辺港フェ

リーターミナル、印通寺港ターミナル内の１階に配置されております。

この案内所でしまとく通貨も販売いたしておるところでございます。特に芦辺港におきまして

はフェリーターミナルとジェットフォイルターミナルの２棟が離れております。ジェットフォイ

ルの利用者が、同ターミナルに観光案内所を訪ねてこられるケースが多いことから、７月に案内

看板を設置したところであります。また、芦辺港の案内所においては航路の離発着時刻に合わせ

た臨時配置であったものを、本年４月から常時配置に変更し案内業務を行っております。

観光案内所につきましては、１カ所に人員を集約し、専門性を持った多機能な案内業務ができ

るにこしたことはありませんけれども、壱岐の航路の玄関口が３カ所ございまして、観光客の利

便性の上では現在のような配置が必要と思われます。

しかし、それぞれの案内所には１名ないし２名で業務を行っている関係上、しまとく通貨の対

応が不十分な状況となっております。この通貨の利用促進を図るため、販売体制の強化も必要で

あると考えておりますので、９月会議の補正予算において臨時雇用などの所要の補正予算を計上

し、各案内所に販売補助員を配置し、下船客に対する販売窓口の周知や芦辺港ジェットフォイル

ターミナルでの臨時販売対応など、旅行者がよりわかりやすく購入しやすい販売体制を整えるこ

ととしております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕
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○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 私も感じるところを市長が御答弁いただいたので、今後はやはり

もう少し突っ込みたいところはあるんですが、観光案内所ですね、人員配置だけをするのが観光

案内所じゃないと思うんですよね。その観光パンフレットを置いたりとか、壱岐の情報を集約す

る無人の観光案内所があってもいいんではないかなと思っております。その点では、各町に空き

店舗があるんですよね。この空き店舗の活用という点では、この空き店舗を生かしてパンフレッ

トを置いたりとか、壱岐市の情報をそこに全て閲覧できるような場所があるのもいいんではない

かなという一つアイデアがございます。

それはなぜかというと、現在のターミナルビルでは開放時間が限られておりますので、その時

間帯しか情報を得ることができないと。それ以外には観光連盟なんですが、観光連盟がある場所

というのも非常にわかりにくい場所にあるので、ぜひその情報を発信、インターネットというの

も今さっきから何回も言っていますけども、フェイスブック等での情報発信もしながら、アナロ

グ的に無人の空き店舗を利用した情報発信ができる観光案内所というのもぜひ設置されてはいか

がかなと思っております。そういうアイデアもぜひ取り入れていただきたいと思いますが、市長、

御答弁お願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 空き店舗はたくさんございます。利用できればいいかなと思いますけど

も、空き店舗をやっぱ無施錠でおくというのは、なかなか中には難しいんじゃないか。外にはい

いかもしれませんけれども、個人所有の空き店舗を、いいよとおっしゃる方があればぜひ利用し

たいと思っていますけど、なかなか今セキュリティー等々の問題もございますので難しいかなと

思いますが、一つの御提案として受けとめさせていただきます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 空き店舗の活用というのは、私の最大とするテーマの一つでもご

ざいますので、今回は観光案内所という提案をさせていただきましたが、今後は私も一生懸命勉

強して、空き店舗を活用する方法を考えていきますので、ぜひともに考えていただければなと思

っております。

それでは、残り２つ頑張りたいと思いますが、壱岐市市民病院についてということで御質問さ

せていただきたいと思います。大変、もう壱岐市民病院も外来患者、入院患者等もふえて、私も

何度か行きましたところ多くの患者さんでにぎわっているというか、病院なのでにぎわってはい

けないんですが、多くの患者さんがお見えになっております。車をとめようと思うと、やはり駐
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車スペースが足りないということで、とある患者さんですと、車をとめるために２周したという、

ぐるぐる回ったという方もおられました。

現状は、職員の方も駐車スペースを考慮していろんな場所に、患者さんの迷惑にならないとこ

ろにということで一生懸命頑張っておられる現状ではございますが、やっぱり現状は駐車スペー

スが足りないという状況になっておりますので、その点について市長の御見解をお願いいたしま

す。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 壱岐市民病院の駐車場が足りないということについてお答えをいたしま

す。

さきの行政報告で御報告いたしましたとおり、外来患者数は４月からの診療体制の充実により

ましてふえております。御質問の駐車スペースの件につきましては、議員御指摘のとおり現状で

は十分とはいえない状況になっております。

まず、市民病院の正面玄関前の駐車スペースについてでございますけれども、車椅子や特殊車

両用を除く一般来院患者用の駐車区画は１０７台分でございまして、特に来院者の多い月曜日と

専門外来の開設が多い金曜日につきましては、おおむね午前９時３０分から１０時３０分までの

間、駐車場に空き区画がほとんどない状況になっております。

現在、緊急な対応策といたしまして、空きスペースを利用いたしまして、簡易の駐車区画を病

院の東側に１０台分、病院裏側の職員用駐車スペースに１５台分、計２５台分新たに設け、混雑

する時間帯は病院の事務職員で利用可能な職員用駐車スペースへ誘導を行っているところでござ

いますが、なお不十分な状況にございます。

このため、現在、市民病院正面玄関西側の芝生部分３５０平方メートル程度の規模で、福祉車

両の乗降場所を含む駐車場を増設したいと考えています。駐車台数につきましては車両助線とも

関係いたしますので確定はいたしませんけれども、本年度中の完成に向けて準備しているところ

でございます。完成までの間、御迷惑をおかけすることになりますが、御理解、御協力をお願い

いたしたいと存じます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。赤木議員、時間は一応過ぎていますが、今回は最初の一般質

問ということで、議長裁量で時間を延長して最後の質問を続けてください。ただし、次回からは

時間は厳守するようにしてください。

○議員（１番 赤木 貴尚君） ありがとうございます。それでは、今の質問に関しては理解しま

したので、早急な対応お願いいたしたいと思います。
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それでは、最後の質問をさせていただきたいと思います。

商工業の振興についてということで、９月会議の行政報告において壱岐市乾杯条例の報告のみ

ということでございました。私は、商売人の一員として商工業、すごく関心、関心というか、や

はり考えていかなければいけないことだと思っております。その中において、９月会議の行政報

告、私、議会としては２回目の行政報告を受けたわけですが、商工業、どんな行政報告があるの

かなと思いましたところ、５行で、１２８文字の乾杯条例についてのお話だけした。非常にがっ

くりしたといえばがっくりしました。

それ以外にちょっと調べたところ、６月会議におきましては行政報告において、商工業の振興

については一言も触れてなかったと。平成２４年度の９月会議の行政報告、商工業に関しては

７行でした。平成２４年６月会議行政報告、商工業の振興に関してはこれまた全くありませんで

した。非常に商売人としてはちょっと悲しい報告だなと。実際に報告されないほかに活動もあっ

たのではないかなと思っているところではございますが、そこら辺のことを商工業の振興に対し

ての今後の対策というか、どのようなお考えをお持ちなのか、市長に最後の御答弁をお願いしま

す。

○議長（町田 正一君） 市長、これで最後の答弁とします。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 商工業の件について、壱岐焼酎による乾杯推進条例だけでなかったかと

いうことでございますが、商工業の振興につきましては本年の最重要施策としましては、しまと

く通貨の利用促進に取り組んでいるところでございます。しまとく通貨事業については、交流人

口の拡大という観光振興の側面と島内消費の促進という商業振興の側面が一体となった事業であ

りますので、行政報告においては観光振興の中で述べさせていただいております。

商工業振興につきましては、年間を通じまして壱岐市商工会、壱岐市観光連盟とも連携して施

策を実施しておりますが、市議会例例会９月会議の行政報告に報告をさせいただいておりますの

は、行政報告というのは前会議以降、今会議までの間に大きく変わった状況、施策、そういった

ものを報告をするということになっておりますので、特別な施策をしていないときは行政報告に

のってまいりません。そのことをおわかりいただきたいと思っておりますし、いま一つ商工業そ

のものを指すということではございませんけど、例えば離島甲子園、市は３,５００万円出して

おります。

これは、離島甲子園、スポーツ大会みたいでございますけど、これはとりもなおさず商工振興

でございまして、いろんなイベント、私はイベントをしたいと思っております。それは、商工振

興につながっているんだという、そういったことでぜひ商工振興についてはこれをしましたよと

いうことはなくても、行政全般の中でそういった面に触れているということで御理解願いたいと
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思っています。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員、簡単にもうお願いします。

○議員（１番 赤木 貴尚君） お金は回ってくるというところで、商工業にも必ずイベントを行

うことによって回ってくるというところは十分理解しているところではございますが、私も商売

人の代表者として意見をしたいと思いますので、今後は、今さっきも言いましたが空き店舗等の

利用等でいろんなアイデアを出していきたいと思いますので、よろしくお願いします。

本日は、ちょっと時間もオーバーしまして御迷惑をかけました。次なる呼子議員にも御迷惑を

かけまして済みません。これからもよろしくお願いします。

以上で、私の質問を終わりたいと思います。

〔赤木 貴尚議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上をもって、赤木貴尚議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（町田 正一君） ここで、暫時休憩をいたします。再開を１４時５分といたします。

午後１時57分休憩

………………………………………………………………………………

午後２時05分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

次に、３番、呼子好議員の登壇をお願いします。

〔呼子 好議員 一般質問席 登壇〕

○議員（３番 呼子 好君） ９月議会の２日目の最終でございます。

先ほど赤木議員が多岐にわたりいろいろ質問しておりまして、市長もお疲れだろうと思ってお

りますが、私、最後でございますから、よろしくお願い申し上げます。

私今回、４件ほど御提案を申しております。

まず１点目は、壱岐市の庁舎建設についてということで載せております。

まず、庁舎建設検討委員会の菊森会長ほか、１６名の委員の皆さん方には敬意と感謝を申し上

げたいというふうに思っております。

市長は、今回の行政報告で壱岐市庁舎検討委員会の関係について述べられております。壱岐市

庁舎検討委員会につきましては、これまで４回の会議が開催されておりますが、現庁舎の現状と

課題、新庁舎建設の必要性、新庁舎整備の基本理念、新庁舎の機能及び規模等について協議を行

われております。今後、これまでの協議がさらに深まるものとともに、新庁舎の建設場所、現庁
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舎の活用議論が進められ、２６年３月には答申をいただくという、そういう行政報告をされてお

ります。

私は、市長のこのことについて建設ありきの感がしてなりません。というのは、現庁舎の庁舎

あるいは支所、事務所の機能をどのようにするのか、今までどおりするのか、今の分庁方式をや

めて一本化にするのか、そうなると住民との不便が生じてきますが、その対応をどのようになさ

れるか。本庁舎建設の財源は何か。合併特例債を利用するならば、平成３０年までには建設する

必要があるというふうに思います。

現在進行中の庁舎建設検討委員会の協議内容につきまして、答申が出る前でなかなか詳細につ

いては難しいと思っておりますが、できる範囲で我々議会、そして一般住民にも報告してよいの

ではないかというふうに感じております。住民の方の一番関心ごとは、本庁舎の建設場所ではな

いかというふうに思っております。マスコミでは、いろいろな情報が飛び交っておりますが、い

ろいろな角度から住民の利便性を優先して建設されることと思っております。私の私案でござい

ますが、今日の政治情勢から見て、国の権限委譲が地方に及んでおると。そういう中で、国は県

へ、県は市町村へという、そういう権限委譲が多岐にわたっておりますし、これからもふえるだ

ろうというふうに考えております。

現在、石田支所におきまして、県とのワンフロア化が実施されております。そういう中で、今

の振興局の建物を見ますと４３年に振興局が建っております。かなり古い。そういう中で、私は

県と市の合同庁舎あるいは併設、そういうのができないかというふうに考えております。振興局

もあと十数年したら建てかえが来るわけでございますので、それと事務的な利便性、そういうの

を考えた場合によくないかという、そういう私の私案でございます。

分庁舎の、各庁舎の問題だけでなくて、私は子供たちの学校、小中学校の校舎もかなり古い、

４０年以上たっておるという中でこれをどうするのか、私は壱岐全体の公共施設のあり方、これ

を検討する必要が出てくるんじゃないかというふうに思っております。午前の鵜瀬議員の質問に

ありましたように、遊休資産の関係等も出てくるわけでございますが、我々議会としても最終の

議決権じゃなくて、答申を出る前に先ほど言いますように、話ができるところを話をしていただ

いて、そして我々議会としても特別委員会等を設ける必要があるんじゃないかというふうに思っ

ておりますが、市長は今日までの検討委員会の内容報告ができればお願いをしたいというふうに

思っております。

○議長（町田 正一君） 呼子議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 呼子好議員の御質問にお答えをいたします。

市庁舎建設について、建設検討委員会の協議内容、答申のときは建設ありきではないのかとい
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うこと、それから本庁、支所、事務所の機能は廃止するのか存続か。あるいは、県との併設はど

うか。壱岐市全体の公共施設のことを考えた中でやらなければいけない。また、答申が出る前に

議会としていろんな研究をしたいということでございましたけれども、本年５月２７日に壱岐市

庁舎建設検討委員会を立ち上げました。

これにつきましては、合併特例債の対象期間が５年間延長されたことを踏まえて、市民サービ

スの向上、事務の効率化、庁舎維持管理経費の節減、施設の老朽化、原子力防災対応など、新庁

舎建設について検討する時期が来ておると考え、本委員会を立ち上げました。このことについて

は、今まで申し上げてきたことでございます。

その中で学識経験者、各団体等の代表者等、公募委員を含め、計１７名の委員を選任し、なが

さき地域政策研究所、研究所長の菊森淳文委員が会長に選任され、会長宛てに新庁舎の基本構想

案について諮問を行ったところであります。その内容といたしましては、先ほど申されましたけ

れども、現庁舎の現状と課題、新庁舎の建設の必要性、あるのか、ないのか、ですから決して建

設ありきではございません。

その次に新庁舎整備の基本理念、新庁舎の機能及び規模、新庁舎の建設場所、現庁舎の活用で

ございまして、平成２６年３月までに答申をいただくことといたしております。これまでの会議

では、本庁分散方式、各庁舎に各部があることによる弊害、現庁舎の老朽化、原子力災害等を想

定した防災拠点施設としての条件などの課題を上げ、これをもとに市民皆様にとって利便性の向

上、行財政運営の効率化、合併特例債の活用、防災拠点施設としての必要性などを協議され、ま

た新庁舎を建設することへの方向性が出されたところでございます。

また、新庁舎整備の基本理念といたしましては、誰もが利用しやすい庁舎、市民の生命、身体、

財産、そして安全安心な生活を守る防災拠点としての庁舎、環境に配慮した庁舎、壱岐市の特性

を生かした庁舎、市民参画の拠点としての庁舎を上げ、新庁舎の構成、機能、面積、庁舎建設に

かかる事業費と財源、建設時期について協議がなされております。これらにつきましては、庁舎

建設検討委員会会議終了後に会長、副会長による記者説明が行われ、ケーブルテレビにおいても

その内容が放送されておるところでございます。

現在の本庁、支所、事務所につきましては、今後委員会の中で、現庁舎の活用について議論が

なされることとなっております。この答申を受けて、庁舎建設についてさまざまな面で判断した

いと考えておるところでございますが、今日までの会議の内容を申し上げますと、第１回が５月

２７日、この日は委嘱状の交付、諮問、各庁舎の経緯、財政状況等の説明を行っております。第

２回が７月４日、現庁舎の現状と課題、新庁舎の必要性、新庁舎の整備の基本理念について協議

が行われております。第３回が７月２３日、新庁舎の機能及び規模についての協議でございます。

第４回は８月２３日、新庁舎の機能及び規模、新庁舎の財源に関する試算、壱岐市の財政状況、
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新庁舎建設の時期について協議が行われておりますが、９月２６日に第５回が予定されておりま

す。協議内容については第４回と同じだということをお聞きをいたしております。そして、第

６回が１０月２５日に予定されております。

先ほど呼子議員おっしゃいましたが、私はこの検討委員会には白紙の状態で検討項目を上げま

して、その内容について白紙の状態で本当に壱岐のためになる。こうしたが一番いいんだという、

そういった協議を期待をいたしておるところでございまして、先ほど呼子議員おっしゃいました

県との併設、壱岐全体の公共施設との関連、そういったものも私は議論されると思っておるとこ

ろでございます。また、答申が出る前に云々ということについては、私としては慎むべきだとい

う考えを持っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） 新庁舎建設というそういうことですが、施設が現在の各支所の築

年数をちょっと調べてみました。郷ノ浦庁舎が、本庁舎が昭和５０年建築、勝本が昭和４８年、

芦辺が昭和５５年、石田が４７年ということで、芦辺が一番新しいところで、古いのが石田とい

うそういうふうになっております。それとあわせまして各事務所が、例えば郷ノ浦へ行きますと

６つの事務所がございます。これはほとんど４６年、４７年の建設ということでございますが、

この事務所につきましても併設しているのが保育園、幼稚園そういう兼ね合いが出てくるわけで

ございまして、この支所あるいは事務所については解体するのか、どのようにするのか、もし検

討委員会の中でもそういう話が出ておれば、ちょっとお聞かせ願いたいなというふうに思ってお

ります。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 事務所等につきましても、現庁舎の取り扱いということで諮問の中に入

っているということでございますけれども、いまだその点についての検討までには至っていない

というところでございます。

また、事務所等、先ほどおっしゃいますように保育所等、僻地保育所等のとの併設もございま

す。これはまた、幼保一元化の中でもその辺は話していくことになるかと思います。いずれにし

ましても、事務所につきましては現庁舎の取り扱いというところで協議をするということになっ

ております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） 答申の中で分庁方式じゃなくて、もう一本化にするんだというそ
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ういう答申が出た場合に、市長はそのとおりにされるのかどうか、再度お願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 呼子議員の御質問にお答えします。

答申というのは、一つの大きな意見だということでございまして、御存じのように市の事務所

というのは、議会の３分の２の特別議決も要ります。また、その前に私はさまざまな面から検討

して御提案を申し上げるということになるかと思いますし、その諮問内容につきましては、これ

は私は市民全体にやはり問うことも一つの方法ではなかろうかというふうにも考えておるところ

でございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） この建設については、市民が十分納得するそういうことを、建設

の方向でお願いをしたいというふうに思っております。

それでは、２点目でございます。

特養ホームの関係、建設についてでございます。この件につきましては、当初は２４年３月に

は完成する、そういう予定でございましたが、大震災そして津波等によりまして大きく様変わり

をしたところでございます。その後、この特養ホームにつきましては、余り意見といいますか何

も出てこんわけでございまして、どのようになっておるのかということで一つは心配しておりま

すし、この件について建設場所、そして地元住民に説明したのか、そういうところはもしもはっ

きりしておればお願いしたいと思っておりますし、私は従来の建設予定地、ここに液状化対策を

すればできるんじゃないかというふうに思っておりますし、そのほうがもう設計もできておりま

すし、お金もかからないということを考えております。それと、経営形態については公設民営化

の１００床にされるのかどうか、そこのところをお願いしたいと思います。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 呼子議員の２番目の御質問、特別養護老人ホームの建設についてという

ことでございます。

議員御指摘のように、特別養護老人ホームの建設におきましては、３・１１大震災及び消防法

のクリアによりまして、現在まで凍結の状況にあるところでございます。しかしながら、私は特

養の建てかえについては湯本地区に建てるということを、言明をしておったところでございます。

その後、建設工法を検討する中で鯨伏地区から今年の２月、特養ホームの建設は湯本地区へ早

急な建設についての要望が提出されたところでございます。その候補地として当初計画の特養
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ホームの下の埋立地と、鯨伏幼稚園の横の勝本ゲートボール場の２カ所が候補地として要望され、

できれば震災での津波対策、液状化対策がクリアできる湯本の高台でもある勝本ゲートボール場

を候補地としてお願いがございました。今年度地質調査が必要なことから、当初予算において調

査費を計上したところでございます。

私は、やはり湯本で建てるということを決めておりますので、地元が要望される場所が一番い

いという一つの考えから、現在勝本ゲートボール場を候補地として、今年の４月２５日に地質調

査実施に向けての説明会を湯本地区で行ったところでございます。地質調査を５月から８月まで

の工期で実施したところでございます。湯本の説明につきましては、８月で完了いたしましたの

で、まずその結果について近日中に議員皆様に説明を申し上げ、御協議申し上げたいと考えてお

ります。その後、鯨伏地区への説明を行いたいと思っているところでございます。

当初、計画しておりました場所の液状化対策につきましては、事業費が安価にできるのではな

いかということでございますけれども、計画時に地質調査を行いました。２３年２月でございま

すけれども、その調査資料をもとに液状化対策の概算見積もりをとりました結果、建設地のみ建

屋部分のみでの対策費が約１億円でございました。避難時に必要な道路等の液状化対策を考えま

すと、さらに対策費が増高いたします。そういったこともありまして、地質調査の結果がよけれ

ば地元が要望されている高台での建設をと考えているところでございます。

また、経営形態は公設民営化で１００床規模かということでございますが、経営形態につきま

しては、当初多床室でなければ生活保護の方々が入居できないということが一つ。もう一つは、

多床室ではユニット式でなければ国の補助がでないということもございまして、多床室を導入す

るならばやはり公設民営でしかできないという判断から、公設民営ということを申し上げており

ましたけれども、法の改正によりまして事業者と市が補助を行うことでユニット型にも生活保護

の方が入所できる法改正がございました。

したがいまして、そうなりますと生活保護の方も施設に入れるわけでございますから、今進め

られております、そして補助金がつくユニット型でいきたいなと思っておるところでございまし

て、そうなりますとあえて公でしなければならないという理由もなくなるわけでございまして、

民設民営も視野に入れまして今後検討をいたしたい。今後の壱岐市の財政事情も鑑みまして、議

員皆様と委員会あるいは全員協議会等でお話を申し上げたいと思っております。どういう経営形

態が適切であるか見極めた上で判断していきたいと考えております。

当初の計画どおり１００床規模で計画いたしまして、ほかに２０床のショートステイ、これは

今回は障害者のショートステイも含めたところで計画いたしたいと思っております。着工につき

ましては、経営形態、建設規模によっては開発許可も必要かもしれません。その他、各種手続に

長期期間を要しますので、はっきりした着工の時期が回答できませんけれども、できるだけ早い
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時期にとは考えております。議員皆様の御理解をお願い申し上げます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） かなり液状化にお金がかかるなというふうに今、実感したわけで

ございますが、地元が高台にというそういう要望であれば、私は仕方ないかなというふうに思っ

ておりますが、当初の計画地についても無駄にならないように何らかの施策をお願いをしたいと

いうふうに思っておりますし、今市長は公設民営じゃなくて、民間も対象になるというそういう

話でございますので、要は待機者がかなり待機しておるということも一つ考慮に入れていただい

て、早急にどちらにしろ建設をお願いしたいというふうに思っております。できれば、着工の時

期がいつごろになるのか、次回場所等について議会に報告されるということでございますから、

それまでにわかればお願いしたいなというふうに思っております。

実は、きのうの夜ニュースでこの特養ホームの放映があっておりましたが、１００床規模をも

う小さくして２０床とか１０床とか、そういう分散型でやっておるということで、新潟県の長岡

市がそういう取り組みをしておるということで、やっぱ近くの自分の育ったそういう近くがいい

んだという、そういう発想でちょっと変化しておるということがきのう放映であっておりました

が、そういうのを参考にされればというふうに思っています。

それでは、次の３番に行きたいと思っています。

３番については６次産業化の取り組みでございます。安倍政権がこの前話が出ておるのは、来

年４月からの消費税の８％値上げ、これを１０月に決断するという方向でございますから、多分

値上がりがするんじゃないかというふうに思っております。その中の２％部分を経済対策に充て

るということが言われておりますので、そういう対策の中でこういう６次産業化とかいろいろな

事業がありますが、そういうのを積極的に取り組む、そういう必要があるんじゃないかというふ

うに思っておりますが、この農林水産商工連携による雇用の拡大に私はつながる事業だというふ

うに思っていますし、現在壱岐の１次産業はもう高齢化が、農業でも水産でも多うございまして、

量は取れない、収益も少ないそういう中で大変苦労をしております。

こういう６次産業化で私は付加価値をつくって、そして販売すると、そういうことを市として

も指導する必要があるというふうに思っていますが、以前もこういう質問をして、市が積極的に

乗り出してほしいという、そういうことも言いました。私の知った範囲で６次産業化の成功して

おる島根県の隠岐という島がございます。ここは、親元は建設会社でございまして、建設会社を

しながら和牛の繁殖を１００頭と肥育を３００頭飼っております。これを東京に販売しておると

いうことで、隠岐生まれ、隠岐育ち、隠岐牛というそういう形で販売をして成業しておるという

のがございます。
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そして、ここで新たにやっておるのが急速冷凍、魚あるいはほかのでもやっておりますが、急

速冷凍をやって、それを販売しておると、そういうことが出ておりまして、この急速冷凍につい

ては細胞を崩さないそういう急速の３５度から４０度あるそうでございますが、それを活用して

やっておるというのが出ておりました。近くでは、呼子の漁協、そして天草あるいは熊本の玉名、

ここは農協がやっておりますが、農協の野菜、果物、そういうのを急速冷凍しながら、旬のやつ

を消費者に与える、そういう取り組みをしております。極端にいいますと、壱岐の握りずし、こ

れも急速冷凍してそれを東京のお客さんに提供できる。そういう活気的なこういう施策でござい

ますから、こういうのを積極的に取り組んでいていただきたいというふうに思っておりますが、

市長の考えをお聞かせ願いたいと思っています。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 呼子議員の３番目の質問、６次産業化の取り組みについてでございます。

雇用の拡大と所得の向上を図るためには、農漁業者は生産だけでなく加工、販売を一本化する、

いわゆる６次産業化が進められておるところでございます。６次産業は農水産業と商工業がマッ

チングしたものでありますから、基本的にそれぞれの産業の活性化と相乗効果をもたらしまして、

雇用の拡大につながるものでございます。

本市におきましては、農産物、水産物にそれぞれに農協、漁協等の生産者団体の御努力により

まして６次産業化が図られております。また、本年度から地域おこし協力隊として活動している

海女さん後継者、雑穀・古代米ブランド化支援担当の両隊員におきましては、各組織、海女組合、

農事組合法人原の辻におきまして本市の農水産物を活用して新たな商品を開発することにより、

６次産業化を進める取り組みを行っております。

農業関係につきましては、壱岐市農協加工部会、壱岐ゆず生産組合、農事組合法人原の辻、大

左右ファーム等が生産加工販売を行っており、安全安心な食べ物を届けようと努められておられ

ます。また、直売所での農産物等販売によりまして、地域農業の活性化を目指し、農山村におけ

る雇用の創出と所得の向上を図っており、１次産業並びに地域の活性化に貢献しているものと思

っています。

今後は、壱岐産の新鮮な野菜、加工部会等の製品につきましても、他産業と連携した新たな商

品開発に取り組み、壱岐産ブランドとしての確立を図ってまいります。水産関係につきましては、

業者が取り組んでいる壱岐産養殖アワビを利用した煮貝などの、貝を煮たやつ煮貝などの高付加

価値化商品の加工、販売事業がございます。この業者の事業につきましては、平成２３年度に

６次産業として認定されております。また、平成２５年度には健康志向の時代にあった自社で養

殖した昆布を利用した食品の加工販売事業で、２社目の業者が認定をされております。このよう
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に、２業者が６次産業化に取り組んでおり、大変すばらしいことでありますけれども、今後は漁

業者あるいは団体等にも６次産業化に取り組んでもらいたいと考えておるところでございます。

漁業、漁村の６次産業化の取り組みは、水産加工、水産物直売、漁家レストラン、漁家民宿等

さまざまな活動がございますが、こういう取り組みを行うには産業間との連携をとりながら雇用

の増加を図っていきたいと考えております。

次に、農水産、畜産物を急速冷凍処理し、細胞組織を生かし新鮮なおいしさを再現する技術で

付加価値産業の推進についてでございますけれども、現在、農水産、畜産物をマイナス４０度か

ら５５度の急速冷凍処理は農協、漁協は保有をしておりません。隠岐の島ではＣＡＳ等で急速冷

凍されておるわけでございますけれども、マイナス３５度の冷凍処理機を今持っている漁協がご

ざいまして、アジの開き、カマスの開き等に使用されております。今まで各団体からの話もござ

いませんけれども、農漁協が必要性をもし言われるならば協議をする準備はあるところでござい

ます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） この取り組みについては国もかなりいろいろなメニューを出して

おります。離島流通効率化事業とか離島漁業再生支援事業とか、６次産業化推進事業とか、そう

いう大きなメニューで出しておりますので、こういうものはある程度活用しながら、ぜひ加工技

術、そうすると雇用も生まれるわけでございますから、どうしても壱岐の場合は人口減少という

のが一番ネックでございますので、これの歯どめにもなるんじゃないかと思っておりますから、

これは農協、漁協とそして市が一体となって推進する必要があるというふうに思っております。

きのうの市長の鵜瀬議員の答弁におきましても、そういうのはかなり６次産業化に予算化して

おるとことを話されておりますが、ぜひこれが軌道に乗るまでお願いをしたいというふうに思っ

ております。ＣＡＳの技術については、先ほど市長が言われますように、もし壱岐の団体あるい

はある程度法人化された方たちが、そういうふうに手を挙げれば、一緒になって推進をお願いし

たいというふうに思っておりますが、もし来年でもそういう希望者があればされるのかどうか、

そこのところだけお願いして。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 市が単独で云々ということが非常に厳しゅうございますので、やはり起

債なり補助なりということになるかと思います。時間的に余り時間はないと。来年ということに

なりますと余り時間はないのではないかと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕
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○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） 多分出てくるだろうと思っておりますので、よろしくお願いをし

たいと思います。

それから、４点目でございます。

４点目については、私は郷ノ浦の町の中を想定していろいろ出しておりますが、固有名詞を使

わないほうがいいんじゃないかという、そういう御指摘がありましたので、固有名詞は使いませ

んが、きょう私は写真を持ってきているんです。先ほどの赤木議員のやつは大きかったですが、

ちょっとこれは後もって担当課に見せたいと思っておりますが、一番子供たちが通う道路、そし

て市の職員も公務員も一番通う道路です。これはガードレールがこのようにさびておる。これは

市の職員も毎日通っておられるからわかるだろうと思っておりますが、ぜひこれの改修なり、塗

装するなりそういうことをひとつお願いしたいということを、ここに写真で掲示をしております。

それと、もう一つは側溝ふたです。先ほど今西議員が言われておりますように、これは郷ノ浦

の繁華街、飲み屋さんの近くでございますが、私も宮崎のお客さんを連れていってちょっと酔っ

払っておりましたからこけて、どうもなかったんですが、ちょっと文句を言われました。そうい

う中で凹凸がある、そしてふたも破損しておる。そしてふたの上にはゴムマットをですね、個人

がやったかしりませんが敷いてある。そういう町の中の状況でございますから、これについても

ぜひ改善・改修をお願いをしたいというふうに思っています。

それからもう一つは、これは交通の関係です。郷ノ浦バイパスができまして、あそこを通る車

が特にフェリーからおりたときあたり多うございまして、かなり危ないというそういう危険箇所

があります。郷ノ浦漁協の前に突っ込むまで行っておりませんが、そこで大事故につながるそう

いう事故があったということでございますから、私はあのバイパスができてかなりの量が向こう

に流れておるというふうに思っておりますから、そういうのについても警察と協議しながら交通

安全対策をお願いしたいということで、きょうは質問をしたわけでございますので、市長の見解

をお願いしたいと思います。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 呼子好議員の構築物の改修と交通安全対策についてという御質問でござ

います。

今、写真を見せていただきました場所、そこに限らず私は今西議員のときにもお答えいたしま

したが、もろもろのいわゆる補修をしなければいけない箇所につきましては、やはり当然のごと

く補修しなければならないと思っておるわけでございまして、ただ先ほどから申しますように、

行政というのはここはしましたよということをちゃんと記録にとる必要もございますし、お手数



- 179 -

ではございますけれども申請方式をとらせていただいているところでございます。緊急やむを得

ないときは電話でも結構でございますけれども、そうでないときについては一応申請方式をさせ

ていただいておるわけでございます。ひとつそういったときには１６名でという、少ない議員さ

んになられましたけれども、公民館長さん方にお願いをしていただければ幸いでございます。

それから、郷ノ浦漁協前の交通量につきましては、おっしゃいますように本当に東触から郷ノ

浦港までの最短コースということで、かなり交通量がふえていることは承知していたしておりま

す。御指摘の道路は臨港道路でもございまして、壱岐振興局の所管であると思っておりますけれ

ども、早急に振興局及び警察と協議をしてまいりたいと思っておるところでございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） 先ほどの今西議員の質問の中で道路の維持管理が約２億何千万円

ですか、昨年から１億４,０００万円くらい予算化しておると、オーバーしておると、そういう

お話でございますが、私はこの維持管理については現在田舎のほうでは道つくりというのがあり

ますが、これがもう高齢化でなかなかやれなくなっているということでございます。

ですから、これについてもやっぱ近いうちにどのようにするのか、そういうことも検討しなけ

れば公民館自体での運営というのも難しくなってきておるというふうに思っておりますから、そ

ういうのもあわせてこの市道の維持管理についてもお願いしたいと思いますし、先ほど言った写

真で見せたところは一部でございますので、全体的にもう少し網羅しながら、事故が出ないよう

に市としてもお願いを申し上げまして、私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございま

した。

〔呼子 好議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上をもって、呼子好議員の一般質問を終わります。

以上で一般質問を終わります。

────────────・────・────────────

○議長（町田 正一君） これで本日の日程は終了しました。

次の本会議は、９月２７日金曜日午前１０時から開きます。明日９月１９日及び９月２０日は

各常任委員会、９月２４日は予算特別委員会、９月２５日は決算特別委員会をそれぞれ開催しま

す。なお、今期定例会より予算特別委員会及び決算特別委員会はケーブルテレビにて中継を行い

ます。

本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午後２時47分散会

──────────────────────────────


